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「
東
海
村
自
治
会
連
合
会
」（
会
長･

とと

根
羽
根
羽羽羽
黒
羽

村
が
共
催
す
る「
村
政
懇
談
会
」が
来
る

村
が
共
催
す
る「
村
政
懇
談
会
」が
来
る
1515
日
か
ら

日
か
ら
1818
日
ま
日
ま

で
と
で
と
2323
日日･･

2424
日
の
計
６
日
に
分
け
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
の
計
６
日
に
分
け
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

会
場
で
は
、
村
長
か
ら
の
村
政
運
営
方
針
の
説
明
を
は

会
場
で
は
、
村
長
か
ら
の
村
政
運
営
方
針
の
説
明
を
は

じ
め
、
昨
年
か
ら
検
討
が
始
ま
っ
た「
東
海
村
自
治
基
本

じ
め
、
昨
年
か
ら
検
討
が
始
ま
っ
た「
東
海
村
自
治
基
本

条
例
」の
策
定
状
況
報
告
、
村
政
に
対
す
る
皆
さ
ん
か
ら

条
例
」の
策
定
状
況
報
告
、
村
政
に
対
す
る
皆
さ
ん
か
ら

の
ご
質
問

の
ご
質
問･･

ご
提
案
等
に
つ
い
て
の
回
答

ご
提
案
等
に
つ
い
て
の
回
答･･

意
見
交
換
等
を

意
見
交
換
等
を

行
う
予
定
で
す
。
各
地
区
の
開
催
日
は
指
定
し
て
い
ま
す

行
う
予
定
で
す
。
各
地
区
の
開
催
日
は
指
定
し
て
い
ま
す

が
、
お
住
ま
い
の
地
区
以
外
の
懇
談
会
へ
の
参
加
も
可
能

が
、
お
住
ま
い
の
地
区
以
外
の
懇
談
会
へ
の
参
加
も
可
能

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

７月７月 会場会場 対象地区対象地区
15日15日
（（火火))

真崎真崎
コミュニティセンターコミュニティセンター

真崎区、舟石川三区、原電滝坂区、真崎区、舟石川三区、原電滝坂区、
原子力機構荒谷台区原子力機構荒谷台区

16日16日
（（水水))

白方白方
コミュニティセンターコミュニティセンター

白方区、白方区、豊岡区、豊岡区、岡区、岡区、百塚区、百塚区、
亀下区、原子力機構百塚区、亀下区、原子力機構百塚区、
豊白区、豊白区、村松北区村松北区

17日17日
（（木木))

石神石神
コミュニティセンターコミュニティセンター

外宿一区、外宿二区、外宿一区、外宿二区、
内宿一区、内宿二区、竹瓦区内宿一区、内宿二区、竹瓦区

18日18日
（（金金))

舟石川舟石川
コミュニティセンターコミュニティセンター

船場区、船場区、
舟石川一区、舟石川一区、舟石川二区舟石川二区

23日23日
（（水水))

村松村松
コミュニティセンターコミュニティセンター

宿区、照沼区、川根区、宿区、照沼区、川根区、
原子力機構太田区、原子力機構太田区、
原子力機構箕輪区原子力機構箕輪区

24日24日
（（木木))

中丸中丸
コミュニティセンターコミュニティセンター

押延区、須和間区、舟石川中丸区、押延区、須和間区、舟石川中丸区、
原子力機構長堀一区、原子力機構長堀一区、
原子力機構長堀二区、原子力機構長堀二区、
緑ヶ丘区、緑ヶ丘区、南台区南台区

開
催
時
間
▼

開
催
時
間
▼
各
日
と
も
午
後
７
時
か
ら
９
時
ま
で

各
日
と
も
午
後
７
時
か
ら
９
時
ま
で

問
合
せ
▼

問
合
せ
▼
総
務
部
自
治
推
進
課
自
治
推
進
担
当（
☎

総
務
部
自
治
推
進
課
自
治
推
進
担
当（
☎
282282
局局
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７
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内
線
１
３
４
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）

内
線
１
３
４
１
）

村
政
へ
の
ご
質
問

村
政
へ
の
ご
質
問･･

ご
提
案
等
に
お
答
え
し
ま
す

ご
提
案
等
に
お
答
え
し
ま
す

７
月
に

７
月
に「「
村
政
懇
談
会
」

村
政
懇
談
会
」を
開
催

を
開
催

今
年
４
月
に
全
国
的
に
導
入
さ
れ
た
、
75
歳
以
上
の
方
な
ど
を
対
象
と
す
る
新
し
い
医
療
制
度―
―

「
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
」（
長
寿
医
療
制
度
）。
政
府
で
は
、
こ
の
制
度
の
円
滑
な
運
営
と
定
着
を
図
ろ
う
と
、
先
月
に
は
「
高
齢
者
医
療
の
円
滑
な
運

営
の
た
め
の
負
担
の
軽
減
等
に
つ
い
て
」
を
取
り
ま
と
め
る
な
ど
、
各
種
報
道
に
も
あ
る
よ
う
に
低
所
得
者
の
負
担
軽
減
を
中

心
と
す
る
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

村
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
動
向
を
見
守
り
な
が
ら
も
、
７
月
14
日
を
目
安
に
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
納
入
通
知
書
（
普
通

徴
収
）
な
ど
の
発
送
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
月
の
「
広
報
と
う
か
い
」
で
は
、
そ
の
お
知
ら
せ
に
併
せ
、
皆
さ
ん
の
制
度

に
つ
い
て
の
理
解
が
深
ま
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
、
あ
ら
た
め
て
概
要
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

７
月
中
旬
に
保
険
料
納
入
通
知
書
（
普
通
徴
収
）
を
発
送
し
ま
す
。

７
月
中
旬
に
保
険
料
納
入
通
知
書
（
普
通
徴
収
）
を
発
送
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者（
長
寿
）
医
療
制
度

後
期
高
齢
者（
長
寿
）
医
療
制
度

「
後
期
高
齢
者
（
長
寿
）
医
療
制
度
」
に
つ
い
て

被
保
険
者
と
な
る
方―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」（
長
寿
医
療
制
度
）
に
加
入

す
る
の
は
、
75
歳
以
上
（
誕
生
日
か
ら
加
入
）
で
あ
る
か
、

65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
一
定
の
障
害【
注
１
】

が
あ
る
、
茨
城

県
内
に
お
住
ま
い
の
方
で
す
。
な
お
、
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
方
や
在
留
資
格
が
１
年
未
満
の
日
本
国
籍
を
有
し

な
い
方
は
除
か
れ
ま
す
。

【
注
１
】
▽
国
民
年
金
法
に
お
け
る
障
害
年
金
１
級
ま
た

は
２
級
▽
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
ま
た
は
２

級
▽
療
育
手
帳
Ａ
ま
た
は
Ａ
▽
身
体
障
害
者
手
帳
３
級

ま
た
は
４
級
で
次
の
障
害
（
音
声
言
語
機
能
の
著
し
い
障

害･

両
下
肢
の
す
べ
て
の
指
を
欠
く･

下
肢
の
下か

た

い腿
1/2
以

上
を
欠
く･

下
肢
の
機
能
の
著
し
い
障
害
）
が
あ
る―

―

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
が
交
付
さ
れ
ま
す―

―

加
入
者
に
は
、「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
」
が
１

枚
交
付
さ
れ
ま
す
。
保
険
証
に
は
、
医
療
を
受
け
た
と
き

の
自
己
負
担
割
合
と
し
て
、
掛
か
っ
た
医
療
費
の
１
割
を

支
払
う
か
、
３
割
を
支
払
う
か
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
必
ず
医
療
機
関
に
提
示
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
は
２
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
ま
す―

―
―
―
―
―
―

保
険
料
は
、
被
保
険
者
が
等
し
く
負
担
す
る
「
均
等
割

額
」
と
、
被
保
険
者
の
所
得
に
応
じ
て
決
ま
る
「
所
得
割
額
」

を
合
計
し
て
求
め
ら
れ
、
２
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
ま
す
。

被
保
険
者
の
年
間
保
険
料
（
１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）
＝

「
均
等
割
額
」（
３
万
７
４
６
２
円
）
＋
「
所
得
割
額
」（
総
所

得
金
額
等―

基
礎
控
除
額
33
万
円
×
所
得
割
率
７･

６
％
）

な
お
保
険
料
は
、
高
所
得
の
方
で
も
年
間
50
万
円
が
上

限
と
さ
れ
る
一
方
、低
所
得
の
方
に
つ
い
て
は
、世
帯
員
（
被

保
険
者
と
世
帯
主
）
の
所
得
に
応
じ
て
「
均
等
割
額
」
が
２

割
〜
７
割
軽
減
さ
れ
る
措
置
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

保
険
料
納
入
通
知
書（
普
通
徴
収
）を
発
送
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
の
納
め
方
に
は
、「
普

通
徴
収
」
と
「
特
別
徴
収
」
と
い
う
、
大
き
く
二
通
り
が
あ
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率
を
改
め
、
国
税
を
減
ら
し
地
方
税
を
増
や
す
「
税
源
移

率
を
改
め
、
国
税
を
減
ら
し
地
方
税
を
増
や
す
「
税
源
移

譲
」
が
平
成

譲
」
が
平
成
1919
年
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
納
税
者

年
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
納
税
者

の
多
く
は
、
平
成

の
多
く
は
、
平
成
1919
年
１
月
か
ら
の
所
得
税
が
減
り
、
同

年
１
月
か
ら
の
所
得
税
が
減
り
、
同

年
６
月
か
ら
の
住
民
税
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
所
得
税
と

年
６
月
か
ら
の
住
民
税
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
所
得
税
と

住
民
税
を
足
し
た
税
負
担
は
以
前
と
変
わ
ら
な
い
も
の
と

住
民
税
を
足
し
た
税
負
担
は
以
前
と
変
わ
ら
な
い
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
平
成

し
か
し
、
平
成
1919
年
中
の
所
得
が
大
き
く
減
っ
て
所
得

年
中
の
所
得
が
大
き
く
減
っ
て
所
得

税
が
非
課
税
と
な
っ
た
方
に
つ
い
て
は
、
課
税
期
間
の
相
違

税
が
非
課
税
と
な
っ
た
方
に
つ
い
て
は
、
課
税
期
間
の
相
違

に
よ
り
、
住
民
税
が
増
額
し
た
だ
け
で
所
得
税
が
減
額
さ

に
よ
り
、
住
民
税
が
増
額
し
た
だ
け
で
所
得
税
が
減
額
さ

れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
平
成

れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
平
成
1919
年
度
に

年
度
に

納
め
た
住
民
税
を
「
税
源
移
譲
」
前
の
税
率
で
再
計
算
し
、

納
め
た
住
民
税
を
「
税
源
移
譲
」
前
の
税
率
で
再
計
算
し
、

差
額
を
還
付
す
る
減
額
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

差
額
を
還
付
す
る
減
額
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

減
額
措
置
の
対
象
と
な
る
方
▼

減
額
措
置
の
対
象
と
な
る
方
▼
平
成
平
成
1919
年
中
に
退
職
や
長

年
中
に
退
職
や
長

期
休
職
等
が
あ
り
、
同
年
分
の
所
得
税
が
非
課
税
の
方

期
休
職
等
が
あ
り
、
同
年
分
の
所
得
税
が
非
課
税
の
方

減
額
措
置
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
手
続
き
▼

減
額
措
置
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
手
続
き
▼
減
額
措
置

減
額
措
置

が
適
用
と
な
る
方
に
は
、
村
か
ら
申
告
書
を
郵
送
し
て
い

が
適
用
と
な
る
方
に
は
、
村
か
ら
申
告
書
を
郵
送
し
て
い

ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
７
月

ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
７
月
3131
日
（
木
）
ま

日
（
木
）
ま

で
に
税
務
課
（
役
場
行
政
棟
１
階
）
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

で
に
税
務
課
（
役
場
行
政
棟
１
階
）
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
い
。
※
平
成

※
平
成
1919
年
中
に
村
内
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
平
成

年
中
に
村
内
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
平
成

1919
年
度
分
の
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
市
区
町
村
へ
お

年
度
分
の
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
市
区
町
村
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
▼

そ
の
他
▼
所
得
が
未
申
告
の
場
合
な
ど
、
平
成

所
得
が
未
申
告
の
場
合
な
ど
、
平
成
2020
年
度
に

年
度
に

お
け
る
課
税
状
況
が
村
で
把
握
で
き
な
い
方
は
、
減
額
さ

お
け
る
課
税
状
況
が
村
で
把
握
で
き
な
い
方
は
、
減
額
さ

れ
る
か
ど
う
か
の
判
定
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
平
成

れ
る
か
ど
う
か
の
判
定
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
平
成
1919
年年

の
所
得
に
つ
い
て
の
速
や
か
な
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

の
所
得
に
つ
い
て
の
速
や
か
な
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
▼

問
合
せ
▼
総
務
部
税
務
課
住
民
税
担
当
（
☎

総
務
部
税
務
課
住
民
税
担
当
（
☎
282282
局
１
７
１
１

局
１
７
１
１  

内
線
１
１
１
７
）

内
線
１
１
１
７
）

平
成
平
成
1919
年
中
の
所
得
が
減
り
、
同
年
分
の
所
得
税
が

年
中
の
所
得
が
減
り
、
同
年
分
の
所
得
税
が

非
課
税
の
方
は
、
忘
れ
ず
に
申
告
を
…
…

非
課
税
の
方
は
、
忘
れ
ず
に
申
告
を
…
…

平
成
平
成
1919
年
度
の

年
度
の
住
民
税

住
民
税
がが
還
付
還
付
さ
れ
ま
す

さ
れ
ま
す

り
、
受
給
し
て
い
る
年
金
の
額
等
に
よ
っ
て
一
人
ひ
と
り
異

な
り
ま
す
。「
普
通
徴
収
」
と
は
、
口
座
振
り
替
え
や
納
付

書
に
よ
り
保
険
料
を
納
め
る
方
法
で
、
こ
の
た
び
、
７
月

14
日
を
目
安
に
村
（
保
健
年
金
課
）
か
ら
発
送
予
定
の
「
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
額
決
定
通
知
書
兼
）納
入
通
知
書
」

は
、
平
成
20
年
４
月
30
日
ま
で
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
被
保
険
者
と
し
て
の
資
格
を
取
得
し
、
保
険
料
を
「
普

通
徴
収
」
に
よ
り
納
め
る
方
あ
て
に
送
ら
れ
る
も
の
で
す
。

ち
な
み
に
「
特
別
徴
収
」
と
は
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
に
よ

り
納
め
る
方
法
の
こ
と
で
、
今
回
は
「
特
別
徴
収
」
の
方
に

は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

保
険
料
納
入
通
知
書
が
送
付
さ
れ
る
方―

―
―
―
―
―

次
の
①
〜
⑦
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
に
送
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
受
給
し
て
い
る
年
金
額
が
年
額
18
万
円
未
満
の
方

②
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
合
算
額

が
「
年
金
支
給
額
」【
注
２
】

の
２
分
の
１
を
超
え
る
方
。

【
注
２
】「
年
金
支
給
額
」
と
は
、
受
け
取
っ
て
い
る
年
金

総
額
で
は
な
く
、
介
護
保
険
料
が
引
き
落
と
さ
れ
て
い

る
支
給
年
金
の
支
給
額
で
す
。
複
数
の
年
金
を
受
給
し

て
い
る
方
は
、
優
先
順
位
の
高
い
年
金
が
「
特
別
徴
収
」

の
対
象
と
な
り
、
例
え
ば
、
厚
生
年
金
と
共
済
年
金
を

併
せ
て
受
給
し
て
い
る
方
は
厚
生
年
金
、
国
民
年
金
と

厚
生
年
金
を
併
せ
て
受
給
し
て
い
る
方
は
国
民
年
金
が

そ
れ
ぞ
れ
優
先
順
位
の
高
い
年
金
に
な
り
、
そ
の
年
金

を
基
に
「
特
別
徴
収
」
と
な
る
か
ど
う
か
の
判
断
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

③
年
金
の
給
付
が
差
し
止
め
、
支
払
い
保
留
、
担
保
設
定

な
ど
の
取
り
扱
い
と
な
っ
て
い
る
方

④
年
度
の
途
中
で
転
居
さ
れ
た
方

⑤
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
資
格
を
有
す
る
住
所
地
と
、

介
護
保
険
の
資
格
を
有
す
る
住
所
地
が
異
な
る
方
（
介

護
保
険
の
住
所
地
特
例
が
該
当
す
る
方
）

⑥
65
歳
以
上
の
一
定
の
障
害
が
あ
る
方
【
注
３
】

⑦
平
成
19
年
10
月
以
降
に
75
歳
を
迎
え
た
方
【
注
３
】

【
注
３
】
⑥
ま
た
は
⑦
の
方
は
、平
成
20
年
10
月
か
ら
「
特

別
徴
収
」
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

「
普
通
徴
収
」の
対
象
者
拡
大
に
つ
い
て（
予
定
）―

―
―
―

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
め
方
が
「
特
別
徴
収
」

の
方
で
あ
っ
て
も
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
に
つ

い
て
は
、
申
し
出
る
こ
と
で
「
普
通
徴
収
」
に
変
更
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
予
定
で
す
。

○
国
民
健
康
保
険
料
を
確
実
に
納
付
し
て
い
た
方
（
本
人
）

が
口
座
振
り
替
え
に
よ
る
納
付
を
希
望
す
る
場
合

○
年
金
収
入
が
１
８
０
万
円
未
満
で
、
連
帯
納
付
義
務
者

（
世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者
）
が
お
り
、
口
座
振
り
替
え
に

よ
る
納
付
を
希
望
す
る
場
合

お
問
い
合
わ
せ

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
〒
311
‐
４
１
４
１
水

戸
市
赤
塚
１
丁
目
１
番
地･

ミ
オ
ス
１
階
）―

―
―
―
―
―

制
度
に
つ
い
て
は
企
画
課
（
☎
309
局
１
２
１
２
）、
保
険

料･

保
険
証
に
つ
い
て
は
事
業
課
（
☎
309
局
１
２
１
３
）へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
併
せ
て
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（h
ttp://w

w
w
.k
o
u
ik
i-ib
arak
i.jp
/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

東
海
村
福
祉
部
保
健
年
金
課―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

医
療
福
祉
担
当
（
☎
282
局
１
７
１
１ 

内
線
１
１
３
４
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
「
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
」
に
つ
い
て
は
、
過
去
に
発
行
の
「
広
報
と
う
か
い
」

で
も
ご
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
▽
平
成
19
年
７
月
10
日
号

（
８
ペ
ー
ジ
）
▽
平
成
19
年
９
月
10
日
号
（
６
ペ
ー
ジ
）
▽
平

成
20
年
２
月
10
日
号
（
２
〜
３
ペ
ー
ジ
）
▽
平
成
20
年
３
月

10
日
号
（
６
ペ
ー
ジ
）―

―

に
掲
載
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ

ち
ら
も
ご
覧
に
な
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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変更前
第１期 ４月
第２期 ６月
第３期 ８月
第４期 10月
第５期 12月
第６期 ２月

変更後
第１期 ７月
第２期 ８月
第３期 ９月
第４期 10月
第５期 11月
第６期 12月
第７期 １月
第８期 ２月

特別徴収の月
第１期 ４月
第２期 ６月
第３期 ８月
第４期 10月
第５期 12月
第６期 ２月

　７月15日付で国民健康保険税納税通知書が送付されます。今年度から次の４点についての変

更がありますので、ご注意ください。

今年度から、納税通知書の形式が全期別分を一括して送付する“ブック式”に変わります。納期

ごとの納付書が一つづりになっていますので、そのまま指定の納付場所までお持ちください。なお、

１年分の国民健康保険税をまとめて納めることも可能となりました（前納報奨金は付きません）。ま

た、年度途中で加入者に異動があった場合は、税額を変更した納税通知書が改めて送付されます。

　次の①～③の要件を満たす世帯は、受給している年金から国民健康保険税が天引き

される特別徴収が始まりました。該当する世帯には、「特別徴収開始通知書」が送付さ

れますが、国民健康保険の加入時期によって天引きの開始時期は異なります。

①世帯内の国民健康保険加入者全員が65歳以上75歳未満であること。

②世帯主が国民健康保険加入者であり、年額18万円以上の年金を受給していること。

③国民健康保険税と介護保険料の合算額が年金受給額の２分の１を超えないこと。

　※２分の１を超える場合は介護保険料のみが特別徴収となります。

これまでの基礎課税分と介護保険課税分に加えて、今年度から後期高齢者支援金課税分が新

たに追加され、それに伴い限度額が変更になりました。なお、変更後の基礎課税分と後期高齢者

支援金課税分の合計は、変更前の基礎課税分と同額になるように案分しています。

■■国民健康保険税の納期を変更（７月からの納付）国民健康保険税の納期を変更（７月からの納付）

～平成20年度からの４つの変更点～～平成20年度からの４つの変更点～

■■全期別分（１年分）を一括送付全期別分（１年分）を一括送付

■■特別徴収（年金からの天引き）が始まりました特別徴収（年金からの天引き）が始まりました

■■後期高齢者支援金課税分（今までの基礎課税分を分割）を追加後期高齢者支援金課税分（今までの基礎課税分を分割）を追加

昨年度までの４月･６月の暫定賦課（前年度年税額の６分の

１を仮徴収する制度）を廃止し、７月から翌年２月までの毎月納

付（第８期まで）となりました。一括納付も可能ですので、下記

「全期別分（1年分）を一括送付」をご覧ください。

■問合せ 福祉部保健年金課国保年金担当（☎282-1711 内線1131）

《変更前》
区　　分 基礎課税分 介護保険課税分

所得割（国民健康保険加入者の所得に応じて計算） 5.3％ 1.05％

資産割（国民健康保険加入者の固定資産税額に応じて計算） 35.4％ 6.96％

均等割（国民健康保険加入者１人に付き） 11,000円 6,000円
平等割（１世帯に付き） 15,000円 4,000円

限度額 560,000円 90,000円

《変更後》

区　　分 基礎課税分
後期高齢者
支援金課税分

介護保険課税分

所得割（国民健康保険加入者の所得に応じて計算） 4.24％ 1.06％ 1.05％

資産割（国民健康保険加入者の固定資産税額に応じて計算） 28.32％ 7.08％ 6.96％

均等割（国民健康保険加入者１人に付き） 8,800円 2,200円 6,000円
平等割（１世帯に付き） 12,000円 3,000円 4,000円
限度額 470,000円 120,000円 90,000円

「東海村国民健康保険税納税通知書」が送付されます
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　この税制は、障がい者が働く施設等への発注額が前年度より増えた場合に、発

注した企業に対して法人税等の税制優遇をするもので、企業が有する固定資産（減

価償却資産）を割り増しして償却できる制度です。

●税制優遇対象者と適用期間（５年間の時限措置）

●割り増し償却額

●対象となる発注先

青色申告者であるすべての法人または個人事業主
企業（法人）…平成20年４月１日～平成25年３月31日（法人税の税制優遇）
個人事業主…平成21年１月１日～平成25年12月31日（所得税の税制優遇）

●問合せ なごみ･総合支援センター（☎287-2525）、太田税務署（☎0294-72-2171）

　前年度からの発注増加額。前年度に発注が無い場合は当該年度の発注額がそのまま発注増加額
となります。ただし、対象となる固定資産の普通償却限度額の30％が限度となります。

【福祉施設】　「障害者自立支援法」に基づく事業所･施設…就労移行支援事業所、就労継続支援事業
所（Ａ型･Ｂ型）、生活介護事業所、障害者支援施設（就労移行支援･就労継続支援･生活介護を行うも
のに限る）、地域活動支援センター　旧法（障害者自立支援法による改正前の身体障害者福祉法･知的
障害者福祉法･精神保健及び精神障害者福祉に関する法律）に基づく施設…旧法授産施設（身体･知的
･精神）、旧法福祉工場（身体･知的･精神）
【企業】　障がい者を多数雇用している企業…「障害者の雇用の促進等に関する法律」（障害者雇用促
進法）の特例子会社、重度障がい者多数雇用事業所（①障がい者の雇用者数が５人以上②障がい者の
割合が従業員の20％以上③雇用障がい者に占める重度身体障がい者、知的障がい者および精神障
がい者の割合が30％以上――のすべての要件に該当している旨の公共職業安定所長の証明が必要）

●対象となる主な減価償却資産（３年以内に取得した資産に限る）
▼建物やその付属設備（冷暖房設備・照明設備･エレベーターなど）▼機械や装置（工作機械･印刷機
械･食料製造機械等）▼車両や運搬具（自動車･フォークリフトなど）▼工具や器具･備品（事務机･キャ
ビネット･応接セット･パソコン･コピー機･医療機器等）▼生物（牛･馬･豚･リンゴ樹･ブドウ樹･ナシ
樹等）――など１年以上の長期保有資産で取得価格が20万円以上の物

●事務手続きについて（授産施設等の例）
企業 税務署

県庁授産施設等

【保存書類】
・授産施設等からの
領収書

・授産施設等の事業
者指定書の写し※

①
発
注

②
納
品

③割り増し償却の申請

※上記「授産施設等」が ｢地域活動支援センター｣の場合
は市町村等の委託契約書や認可通知書の写しなど、｢特例
子会社｣の場合は厚生労働大臣等が発行した認定書の写し、
｢重度障害者多数雇用事業所｣の場合は公共職業安定所長
が発行する障害者雇用証明の写しを保存してください。

●計算例
　企業の発注増加額が30万円の場合で､企
業の所得金額（利益）が600万円（減価償却
計上前の所得金額）のとき、当該年度の減価
償却資産取得として車１台（400万円・耐用年数
４年）を購入（定額法による１年当たりの減価償
却費は100万円）したら…

◇通常の場合
【計算式】　600万円（所得金額）－100万円
（減価償却費）＝500万円（課税標準額）
500万円（課税標準額）×30％（税率）＝
150万円（法人税額）

◇発注促進税制適用の場合
【計算式】　600万円（所得金額）－130万円
（減価償却費）＝470万円（課税標準額）
470万円（課税標準額）×30％（税率）＝
141万円（法人税額）

必
要
に
応

じ
照
会

事業者指定等
（指定書等の交付）

「障害者の働く場に対する発注促進税制」が創設されました「障害者の働く場に対する発注促進税制」が創設されました
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東
海
村
国
民
健
康
保
険

東
海
村
国
民
健
康
保
険

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

「
限
度
額
適
用

「
限
度
額
適
用･･

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

「
高
齢
受
給
者
証
」

「
高
齢
受
給
者
証
」の
更
新
時
期
で
す
！

の
更
新
時
期
で
す
！

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

「
限
度
額
適
用

「
限
度
額
適
用･･

標
準
負
担
額

標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」の
更
新

減
額
認
定
証
」の
更
新

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

7070
歳
未
満
の
方
が
入
院
し
た
場
合
、

歳
未
満
の
方
が
入
院
し
た
場
合
、

医
療
機
関
の
窓
口
に「
限
度
額
適
用
認

医
療
機
関
の
窓
口
に「
限
度
額
適
用
認

定
証
」を
提
示
す
る
こ
と
で
、
１
か
月

定
証
」を
提
示
す
る
こ
と
で
、
１
か
月

の
窓
口
で
の
支
払
い
が
自
己
負
担
限

の
窓
口
で
の
支
払
い
が
自
己
負
担
限

度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
住

度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、「
限
度
額

民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、「
限
度
額

適
用
適
用･･

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」を

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」を

医
療
機
関
窓
口
へ
提
示
す
る
こ
と
に

医
療
機
関
窓
口
へ
提
示
す
る
こ
と
に

よ
り
、
食
事
代
も
減
額
さ
れ
ま
す
。

よ
り
、
食
事
代
も
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
お
持
ち
の
認
定
証
の
有
効
期

　

現
在
お
持
ち
の
認
定
証
の
有
効
期

限
は
、
７
月

限
は
、
７
月
3131
日（
木
）ま
で
で
す
。

日（
木
）ま
で
で
す
。

◆
新
た
に
認
定
証
の
交
付
や
更
新
を

◆
新
た
に
認
定
証
の
交
付
や
更
新
を

希
望
さ
れ
る
方
は
…

希
望
さ
れ
る
方
は
…
申
請
が
必
要

申
請
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
国
民
健
康
保

と
な
り
ま
す
の
で
、
国
民
健
康
保

険
証
と
印
鑑
を
お
持
ち
の
上
、
８
月

険
証
と
印
鑑
を
お
持
ち
の
上
、
８
月

１
日（
金
）以
降
に
福
祉
部
保
健
年

１
日（
金
）以
降
に
福
祉
部
保
健
年

金
課
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

金
課
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
高
齢
受
給
者
証
」の
更
新

「
高
齢
受
給
者
証
」の
更
新

　

現
在
お
持
ち
の「
高
齢
受
給
者
証
」

　

現
在
お
持
ち
の「
高
齢
受
給
者
証
」※※

の
有
効
期
限
は
、
７
月

の
有
効
期
限
は
、
７
月
3131
日（
木
）ま
で

日（
木
）ま
で

で
す
。
８
月
か
ら
の
受
給
者
証
に
つ
い

で
す
。
８
月
か
ら
の
受
給
者
証
に
つ
い

て
は
、
７
月
末
に
ご
自
宅
に
郵
送
し

て
は
、
７
月
末
に
ご
自
宅
に
郵
送
し

ま
す
。

ま
す
。

※
高
齢
受
給
者
証
と
は
、

※
高
齢
受
給
者
証
と
は
、
7070
歳
か
ら

歳
か
ら

7474
歳
ま
で
の
方
が
医
療
機
関
で
受

歳
ま
で
の
方
が
医
療
機
関
で
受

診
す
る
際
に
国
民
健
康
保
険
証
と

診
す
る
際
に
国
民
健
康
保
険
証
と

一
緒
に
提
示
す
る
必
要
が
あ
る
、
窓

一
緒
に
提
示
す
る
必
要
が
あ
る
、
窓

口
で
の
負
担
割
合
が
記
載
さ
れ
て

口
で
の
負
担
割
合
が
記
載
さ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

い
る
も
の
で
す
。

◆
こ
れ
か
ら

◆
こ
れ
か
ら
7070
歳
に
な
ら
れ
る
方
は

歳
に
な
ら
れ
る
方
は

……
7070
歳
の
歳
の
誕
生
日
月
の
翌
月
か
ら

誕
生
日
月
の
翌
月
か
ら

受
給
者
証
が
使
え
る
よ
う
に
な
り

受
給
者
証
が
使
え
る
よ
う
に
な
り

ま
す
の
で
、
誕
生
日
月
の
月
末
に

ま
す
の
で
、
誕
生
日
月
の
月
末
に

ご
自
宅
に
郵
送
し
ま
す
。

ご
自
宅
に
郵
送
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
部
保
健
年
金
課
国
保
年
金

　

福
祉
部
保
健
年
金
課
国
保
年
金

担
当（
☎

担
当（
☎
282282
局
１
７
１
１　

内
線

局
１
７
１
１　

内
線

１
１
３
１
）

１
１
３
１
）

　

村
で
は
、
役

場
行
政
棟
の
南

側
、
税
務
課
前

の
窓
に
、
ア
サ

ガ
オ
や
ゴ
ー
ヤ
、

マ
メ
科
植
物
の
葉
っ
ぱ
に
よ
る〝
緑
の
カ
ー

テ
ン
〞ネ
ッ
ト（
縦
約
12
メ
ー
ト
ル
×
横
約

３
・
６
メ
ー
ト
ル
）を
設
置
し
ま
し
た
。

　

役
場
庁
舎
の
よ
う
に
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
で
き
た
建
物
で
は
、
直
射
日
光
に

よ
り
温
度
が
じ
わ
じ
わ
と
上
が
り
、
中

に
い
る
と
暑
く
て
た
ま
ら
な
い
状
態
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
通
常
の

布
の
カ
ー
テ
ン
に
代
わ
っ
て
効
果
を
発

揮
す
る
の
が
、
こ
の〝
緑
の
カ
ー
テ
ン
〞な

の
で
す
。
緑
の
蒸
散
作
用
を
う
ま
く
利

用
す
る
こ
と
で
、
す
だ
れ
や
布
以
上
の

日
よ
け
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
一
年

昨年の役場車庫前の昨年の役場車庫前の
“緑のカーテン”“緑のカーテン”

草（
梅
雨
の
時
期
に
ぐ

ん
ぐ
ん
伸
び
て
大
き
な

葉
を
付
け
て
秋
に
は
枯

れ
る
草
）で
作
る
こ
と
に

よ
り
、
夏
は
日
差
し
を

遮
り
、
冬
は
日
差
し
を

取
り
込
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
れ
か
ら
や
っ

「〝
緑
の
カ
ー
テ
ン
〞プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

「

緑
の
カ
ー
カ
ー
テ
ン
〞プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

カカ
のののの
緑緑緑緑緑緑緑緑

「〝

て
く
る
夏
の
暑
い
日
に
、
葉
っ
ぱ

の
間
を
す
り
抜
け
て
く
る
涼
や
か

な
風
は
、
ま
る
で
天
然
の
エ
ア
コ
ン
の
よ

う
。
ま
た
、
植
物
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、

日
よ
け
効
果
だ
け
で
な
く
野
菜
も
収
穫

で
き
る
な
ど
、
と
て
も
楽
し
い
カ
ー
テ

ン
な
の
で
す
。

　

昨
年
は
、
役
場
付
属
棟
の
南
側
、
車

庫
前
の
窓
に
、ア
サ
ガ
オ
の〝
緑
の
カ
ー

テ
ン
〞を
試
行
的
に
設
置
す
る
こ
と
で
、

日
差
し
を
遮
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
毎

朝
大
き
く
咲
き
ほ
こ
ろ
ぶ
赤
や
紫
の

花
々
は
、
通
り
掛
か
っ
た
人
々
を
ホ
ッ

と
和
ま
せ
る
効
果
も
あ
っ
た
よ
う
で
す

（
今
年
も
設
置
し
て
い
ま
す
）。

　

夏
の
日
差
し
を
効
果
的
に
遮
り
、
人

に
も
地
球
に
も
優
し
い〝
緑
の
カ
ー
テ

ン
〞。
皆
さ
ん
も
ご
自
宅
で
試
し
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
。

●
問

合

せ 

企
画
政
策
部
政
策
推
進

課
政
策
推
進
担
当（
☎
282
局
１
７
１
１

内
線
１
３
３
２
）

草
花
で
夏
を
涼
し
く

草
花
で
夏
を
涼
し
く
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東海村は「チーム･マイナス６％」に参加､応援しています

Chapter.４

去
る
７
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
開
催
の
Ｇ
８

首
脳
会
議
「
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
」
で
は
、

地
球
環
境
問
題
が
主
要
テ
ー
マ
の
一
つ
に
取
り
上

げ
ら
れ
議
論
さ
れ
た
こ
と
は
、
皆
さ
ん
の
記
憶

に
も
新
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

地
球
の
温
暖
化
は
、
予
想
さ
れ
る
影
響
か
ら

考
え
て
も
深
刻
な
環
境
問
題
で
あ
り
、
そ
の
対

策
に
お
い
て
も
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ２
）の
排
出
量
削
減

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
Ｃ
Ｏ２
の
排
出

量
を
減
ら
す
に
は
、
化
石
燃
料
の
消
費
量
を
減
ら
す

必
要
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
わ
が
国
の
場
合
、
特
に

運
輸
部
門
の
Ｃ
Ｏ２
排
出
量
は
全
体
の
20
％
を
占
め
、

中
で
も
自
家
用
車
か
ら
の
も
の
は
そ
の
約
３
割
を
占

め
る
と
い
う
調
査
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、

平
成
18
年
度
の

東
海
村
に
お
け

る
Ｃ
Ｏ２
排
出
量

の
う
ち
、
自
動

車
に
よ
る
も
の

は
…
と
い
う
と
、

「
東
海
村
地
球

温
暖
化
対
策
地

域
協
議
会
」（
会

長･

川
松
文
夫

さ
ん
）
が
調
査

し
た
と
こ
ろ
で

は
全
体
の
27･

９

％
、
家
庭
の
自

動
車
か
ら
の
Ｃ

Ｏ２
排
出
量
は
そ

の
約
７
割
に
相

当
す
る
20･

１
％
に
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
（
上
表
参
照
）。

こ
の
よ
う
に
、
東
海
村
は
も
と
よ
り
国
内
で
は
、
自
動
車
か
ら

排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ２
を
削
減
す
る
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
月
の「
エ
コ
ラ
イ
フ
の
す
す
め
」で
は
、
平
成
17
年

２
月
に
発
効
し
た
「
京
都
議
定
書
」
の
目
標
達
成
の
た
め
の
国

民
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
チ
ー
ム･

マ
イ
ナ
ス
６
％
」
が
提
案
す
る

「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
」
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。
皆
さ

ん
の
運
転
時
の
燃
費
が
向
上
す
る
こ
と
で
Ｃ
Ｏ２
の
排
出
を
削
減

で
き
ま
す
し
、
ガ
ソ
リ
ン･

軽
油
の
消
費
量
が
減
る
こ
と
で
家
計

も
助
か
り
ま
す
の
で
、〝
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
で
環
境
と
お
財
布
に
貢

献
！
〞―

―

み
ん
な
で
環
境
に
配
慮
し
た
運
転（
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
）

を
実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

は
じ
め
よ
う
！
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
10
の
ス
ス
メ

①
ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル
「
ｅ
ス
タ
ー
ト
」
▼
緩
や

か
に
発
進（
最
初
の
５
秒
で
時
速
20
キ
ロ
が
目
安
）

す
る
だ
け
で
燃
費
は
11
％
程
度
改
善
し
ま
す
。

時
間
に
は
余
裕
を
持
ち
、
発
進
時
は
慌
て
ず
に

ア
ク
セ
ル
Ｏ
Ｎ
、
急
加
速
も
避
け
ま
し
ょ
う
。

②
加
減
速
の
少
な
い
運
転
▼
車
間
距
離
を
詰
め
た
り
、
速
度

に
ム
ラ
が
あ
る
加
減
速
の
多
い
走
り
方
を
す
る
と
、
燃
費
は
、

市
街
地
の
場
合
で
２
％
程
度
、
郊
外
で
は
６
％
程
度
悪
化
し
ま

す
。
周
囲
の
交
通
状
況
に
気
を
配
り
、
車
間
距
離
と
一
定
速
度

を
で
き
る
限
り
保
つ
よ
う
に
す
る
こ
と
で
燃
費
は
向
上
し
ま
す
。

③
早
め
の
ア
ク
セ
ル
Ｏ
Ｆ
Ｆ
▼
エ
ン
ジ
ン
へ
の

燃
料
供
給
が
停
止
（
燃
料
カ
ッ
ト
）
さ
れ
る
エ
ン

ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
燃
費
は

２
％
程
度
改
善
し
ま
す
。
自
動
車
を
停
止
し
よ

う
と
す
る
と
き
は
早
め
に
、
坂
道
を
下
る
と
き
に
は
積
極
的
に

エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
エ
ア
コ
ン
の
使
用
を
控
え
め
に
▼
エ
ア
コ
ン
の
使
い
方
は
燃

費
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
例
え
ば
、
外
気
温
が
25
度
の
と
き

に
エ
ア
コ
ン
を
か
け
る
と
燃
費
は
12
％
程
度
悪

化
し
ま
す
。
特
に
夏
場
は
車
内
を
冷
や
し
過
ぎ

な
い
よ
う
、
エ
ア
コ
ン
の
温
度･

風
量
を
小
ま
め

に
調
整
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
▼
自
動
車
の
ア
イ

ド
リ
ン
グ
は
、
10
分
間
で
１
３
０
㏄
程
度
の
燃
料
を
浪
費
し
ま

す
（
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
レ
ン
ジ･

エ
ア
コ
ン
Ｏ
Ｆ
Ｆ
の
場
合
）。
人
と
の

待
ち
合
わ
せ
や
荷
物
の
積
み
降
ろ
し
な
ど
、
短
時
間
の
駐
停
車

で
あ
っ
て
も
エ
ン
ジ
ン
停
止
を
心
掛
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
暖
機
運
転
は
適
切
に
▼
最
近
の
ガ
ソ
リ
ン
車
に
暖
機
は
不

要
で
す
（
寒
冷
地
な
ど
を
除
く
）。
５
分
間
の
暖
機
で
１
６
０
㏄

程
度
の
燃
料
を
浪
費
し
ま
す
の
で
、
ゆ
っ
く
り
走
り
な
が
ら
暖

め
る
ウ
オ
ー
ム
ア
ッ
プ
走
行
に
切
り
替
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

⑦
道
路
交
通
情
報
の
活
用
▼
道
路
交
通
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

地
図
や
カ
ー
ナ
ビ
等
を
活
用
し
て
渋
滞
を
避
け
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
燃
料
と
時
間
の
節
約
に
な
り
ま
す
。

⑧
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
を
小
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク
▼

タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
が
適
正
値
よ
り
約
４
分
の
１

（
０･

５
㎏
／
㎝２

）
不
足
し
た
状
態
で
走
行
し
た
場

合
の
燃
費
は
、
市
街
地
で
２
％
程
度
、
郊
外
で

４
％
程
度
悪
化
し
ま
す
。
定
期
的
な
点
検
を
忘
れ
ず
に
！

⑨
不
要
な
荷
物
は
積
ま
ず
に
走
行
▼
１
０
０
㎏
の

荷
物
を
載
せ
て
走
行
し
た
場
合
、
燃
費
は
３
％
程

度
悪
化
し
ま
す
。
差
し
当
た
っ
て
不
要
な
荷
物
は

自
動
車
か
ら
降
ろ
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

⑩
駐
車
場
所
に
注
意
▼
交
通
の
妨
げ
に
な
る
場

所
へ
の
駐
車
は
交
通
渋
滞
を
も
た
ら
し
、
排
出
ガ
ス
を
不
要
に

生
じ
さ
せ
る
原
因
と
な
り
ま
す
。
迷
惑
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

﹇
お
問
い
合
わ
せ
﹈
経
済
環
境
部
環
境
政
策
課
環
境
計
画

推
進
室（
☎
282
局
１
７
１
１ 

内
線
１
４
５
３
）　

※
環
境

省
が
運
営
す
る
「
チ
ー
ム･

マ
イ
ナ
ス
６
％
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp://w

w
w
.team

-6.jp
/

）
を
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※イラストレーション出典：「チーム･マイナス６％」ホームページ／はじめよう！エコドライブ

）の排出割合　　 

家 庭家 庭 事業者事業者 行 政行 政

自 動 車
（ガソリン･軽油）

20.1 7.8 0.1 27.9

電 気 10.9 29.3 2.5 42.8

灯 油 7.0 1.6 0.1 8.7

LPG（液化石油ガス） 5.1 3.0 0.1 8.2

重 油 0.0 0.0 0.2 0.2

可燃ごみ 9.1 2.9 0.2 12.2

合 計 52.2 44.6 3.2 100.0

エコライフのすすめエコライフのすすめ
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●
試
験
区
分
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

◇
一
般
事
務（
２
人
程
度
）…
一
般
行
政
事
務
に
従
事
し

ま
す
。
◇
消
防
士（
３
人
程
度
）…
消
防
士
等
の
業
務
に

従
事
し
ま
す
。

●
受
験
資
格

◇
一
般
事
務
…
昭
和
53
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
３
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方　

◇
消
防
士
…
昭
和
59
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
、

視
力（
矯
正
視
力
を
含
む
）
が
両
目
で
０
・
７
以
上
、
一

眼
で
そ
れ
ぞ
れ
０
・
３
以
上
あ
り
、
色
覚･

聴
覚
が
正
常

で
あ
る
方　

◇
一
般
事
務･

消
防
士
共
通
…
東
海
村
ま

た
は
近
隣
市
町
村
に
居
住･

通
勤
可
能
な
大
学･

短
期
大

学･

高
等
学
校
等
卒
業（
卒
業
見
込
み
）の
方

※
７
月
20
日（
日
）の
東
海
村
職
員
採
用
試
験
を
受
験
す

る
方
は
、
同
一
職
種
の
再
受
験
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
第
１
次
試
験
の
日
時･

会
場

◇
一
般
事
務･

消
防
士
共
通
…
９
月
21
日（
日
）
の
午
前

10
時
か
ら
午
後
２
時
30
分
ま
で（
午
前
９
時
受
け
付
け

開
始
）、
茨
城
大
学（
水
戸
市
文
京
２
‐
１
‐
１
）
で
教

養
試
験
と
作
文
試
験
を
行
い
ま
す
。
※
会
場
へ
の
自
家

用
車
の
乗
り
入
れ
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
◇
消
防
士（
体
力
試
験
）…
10
月
１
日（
水
）の
午

前
９
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で（
午
前
９
時
受
け
付
け
開

始
）、
村
総
合
体
育
館
で
行
い
ま
す
。
※
運
動
の
で
き

る
服
装
と
運
動
靴（
上
履
き
）を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
第
２
次
試
験
の
日
時･

会
場

　

11
月
16
日（
日
）の
指
定
さ
れ
た
時
間
に
東
海
村
役
場

で
口
述
試
験
と
適
性
検
査
を
行
い
ま
す
。

●
申
込
書
の
請
求

　

申
込
書
は
、
総
務
部
人
事
課
窓
口（
役
場
行
政
棟
３

階
）
ま
で
直
接
取
り
に
来
る
か
、
ま
た
は
郵
便
に
よ
り

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
便
で
請
求
す
る
場

合
は
、
封
筒
の
表
に「
職
員
採
用
試
験
申
込
書
請
求
」と

朱
書
き
の
上
、
希
望
す
る
試
験
区
分
と
学
歴
区
分（
大

学
卒
業
者
は「
Ａ
」、
短
期
大
学･

高
等
学
校
等
卒
業
者

は「
Ｂ
」）、
連
絡
先
電
話
番
号
を
記
載
し
た
任
意
の
用

紙
、１
４
０
円
分
の
切
手
を
張
っ
た
返
信
用
の
封
筒（
角

形
２
号
、
返
信
先
を
明
記
）を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
書
類
等（
受
験
申
し
込
み
時
）

　

①
申
込
書（
顔
写
真
を
添
付
）
…
１
部　

②
履
歴
書

（
最
近
３
か
月
以
内
に
撮
影
の
顔
写
真
を
添
付
）…
１
部

●
そ
の
他

　

受
験
料（
身
体
検
査
費
用
を
除
く
）は
不
要
で
す
。

●
申
し
込
み･

問
合
せ

　

７
月
31
日（
木
）ま
で
の
土･

日
曜
日
と
祝
日
を
除
く
平

日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
に
、
総
務
部
人
事

課
窓
口
へ
提
出
書
類
等
一
式
を
直
接
お
持
ち
に
な
る
か
、

郵
送（
簡
易
書
留
等
確
実
な
方
法
で
７
月
31
日
ま
で
に
必

着
）に
よ
り
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
受
験
申
し
込
み
を
受

理
し
た
方
に
は
受
験
票
を
交
付
し
ま
す
。な
お
詳
し
く
は
、

総
務
部
人
事
課
人
事
担
当（
〒
３
１
９
‐
１
１
９
２ 

那

珂
郡
東
海
村
東
海
三
丁
目
７
番
１
号 
☎
282
局
１
７
１
１ 

内
線
１
３
２
１
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
※

試
験
の
詳
細
は
東
海
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
人
事
課

h
ttp
://w
w
w
.v
ill.to
k
ai.ib
arak
i.jp
/jin
ji/

）
で
も
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

傍

席

聴

傍聴者数

105人

　

平
成
20
年
第
２
回
東
海
村
議
会
定
例
会
が
、
６
月
２

日
か
ら
16
日
ま
で
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
主

な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

村
長
提
出
議
案

　

条
例
関
連
２
件
、
補
正
予
算
関
連
１
件
、
そ
の
他
19

件
が
上
程
さ
れ
、
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
報
告

　

「
中
国
製
ギ
ョ
ー
ザ
事
件
の
全
容
究
明
と
抜
本
的
な

安
全
対
策
お
よ
び
原
料
原
産
地
表
示
の
仕
組
み
の
構
築

に
つ
い
て
検
討
を
求
め
る
意
見
書
」
は
、
文
教
厚
生
委

員
会
報
告
の
と
お
り
修
正
議
決
さ
れ
、
国
の
関
係
機
関

に
送
付
さ
れ
ま
し
た
。請

願･

陳
情

　

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
中
止･

撤
廃
を
求
め
る
請

願
」
は
文
教
厚
生
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
継
続
し
て
審

査
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
過
剰
な
農
薬
取
締

法
に
よ
り
、
植
物
か
ら
な
る
、
農
業
用
有
機
資
材
を
締

め
出
す
不
法
な
行
政
指
導
の
改
善
を
求
め
る
陳
情
書
」

は
、
議
場
に
て
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

選
挙
管
理
委
員･

補
充
員
選
挙

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
東
海
村
選
挙
管
理
委
員
お
よ
び

同
補
充
員
各
４
人
が
指
名
推
薦
に
よ
り
決
定
し
ま
し
た
。

問

合

せ

議
会
事
務
局（
☎
282
局
１
７
１
１　

内
線
１
２
８
１
）　

※
東
海
村
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://w
w
w
.v
ill.to

k
a
i.ib
a
ra
k
i.jp
/g
ik
a
i/

）
で
は
、
第
２
回
定
例
会
の
審

議
内
容
が
映
像（
録
画
）で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

東
海
村
職
員
採
用
試
験
の
ご
案
内

東
海
村
職
員
採
用
試
験
の
ご
案
内

平
成
平
成
2121
年
４
月
１
日
付
採
用
予
定

年
４
月
１
日
付
採
用
予
定
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（敬称略）

　

６
月
25
日
、「
平
成
20
年
度
東
海
村
表
彰
」の
表
彰
式
が
役

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
村
政
の
発
展
や
福
祉･

文
化
の
向
上
に
寄
与

さ
れ
た
り
、
村
民
の
模
範
と
な
る
行
い
を
な
さ
れ
た
方
々
に
対

し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
村
政
や
ま
ち
づ
く
り
に

対
す
る
意
欲･

意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
。
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
で
貢
献
さ
れ
、
受
賞
の
対
象
と
な
っ
た
方
々
に
は
、

村
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

村
で
は
現
在
、
東
海
村
第
４
次
総
合
計
画「
と
う
か
い
21

世
紀
プ
ラ
ン
」に
基
づ
き
、
住
民
と
行
政
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と

な
っ
た
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
は〝
自
ら
が
住
む
地
域
を
ど

う
す
る
か
〞
で
あ
り
、
主
役
は
住
民
一
人
ひ
と
り―

―

そ
し

て
東
海
村
が
何
よ
り
も
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
郷
土
の
発

展
に
尽
く
し
て
い
た
だ
け
る
優
れ
た
人
々
が
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
受
賞
さ
れ
た
方
々
に
は
、
末
永
く
健
康
に
留
意

さ
れ
、
今
後
と
も
東
海
村
の
発
展
に
変
わ
ら
ぬ
ご
協
力
を
お
願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
受
賞
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

役職・分野 氏名・団体名

東海駅西第二
土地区画整理
審議会委員

石川 二郎（区画整理事業の推進）

上家 好三（区画整理事業の推進）

東海村補助金
等審議会委員

小林 健介（村補助金等の適正化の推進）

ボランティア
団体

霞朗詠会晴嵐会（福祉施設等における詩吟や剣舞の
訪問披露）

東海村理容ボランティアグループ（障がい者施
設における無償散髪）

手話サークルこでまり（手話活動を通した聴覚障
がい者との交流）

つくしボランティア（つくし学級等を通した子育て
支援）

東海村高校生会（児童福祉の推進）

朗読ボランティアこだま（視覚障がい者を対象
とした広報紙の音訳等）

東海村おしゃれ工房（介護が必要な方を対象と
した衣服製作）

切手整理ボランティア（使用済み切手等の整理
や還元金の寄付）

音楽ボランティアおたまじゃくしの会（福祉施
設等における訪問演奏）

Tokai JLT にほんご教室（外国人への日本語指導
を通した国際交流活動）

さざなみグループ（リサイクルを通した地域環
境活動）

東海オカリーナクラブ（福祉施設等におけるオ
カリーナの訪問演奏）

元･自治会長
(故)照沼 三郎（住民自治の推進）

深谷 三郎（住民自治の推進）

寄付
日本原子力発電株式会社（青少年育成・地域自
治活動振興のためのテントの寄付）

善行

佐々木 敬子（自主的な資源物･ごみ分別収集活動）

宮川 昭（中丸小学校の児童に対する見守り活動等）

津野田 實（石神小学校の児童に対する見守り活動等）

宮本 忠雄（石神小学校の児童に対する見守り活動等）

藤田 益男（白方小学校の児童に対する見守り活動等）

平成20年度東海村表彰者

東
海
村
表
彰

東
海
村
表
彰

平
成
平
成
2020
年
度
年
度

●●
問

合

せ　

総
務
部
総
務

問

合

せ　

総
務
部
総
務

課
総
務
法
制
担
当（
☎

課
総
務
法
制
担
当（
☎
282282
局局

１
７
１
１　

内
線
１
３
１
２
）

１
７
１
１　

内
線
１
３
１
２
）
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“今日のまちづくりの原点は住民の皆さん１人ひとり”とい

う視点の下、地域自治の活性化と住民との協働によるまち

づくりを進める村では、６月28日、「東海村自治会連合会」（会

長･黒羽根弘一さん）と共催し、東海文化センターで「地域

代表者会」を開催しました。今年で６回を迎えるこの会は、

地域自治･活動のあり方や地域コミュニティの役割･重要性等

をみんなで共に考え、自らの地域･地区をどう良くしていくか

の取り組みに生かそうと、毎年一回開かれてきたもの。開会

あいさつに立った村上村長は、「経済不安･社会不安･将来不

安を抱える現代にあっては、強い自治組織の存在が望まれ

ている。自らの地域は自らつくるという強い意志をもって地

域の力を結集していかなければならない」と切り出し、続く

黒羽根会長も「地域発展のためには住民の参加は欠かせな

いもの。一つ一つの取り組みが大きなインパクトになる」と

付け加え、住民１人ひとりによる、小さくても身近なまちづ

くりの大切さについて言及しました。

以下には、今回の次第項目ごと、主な内容をお伝えします。

①「東海村自治基本条例（案）」の進
しんちょく

捗状況報告･･･まちづ

くりをみんなで考え、参加もできるようにと、平成21年４月

の自治基本条例施行を目指し、住民を中心メンバーとする

策定委員会での検討が進んでいることが報告されました。

②地区活動事例発表･･･村松北区「自治会設立の経緯と

活動状況」で

は、行政と住

民が同じレベ

ルでまちづくりを考え意見を

述べ合う組織づくりが望ま

れたことや、「常会活性化懇

談会」を開いての活動成果

等が紹介。続く真崎地区委

員会「真崎地区の現況と10年後を考える」では、将来の真

崎地区は県内有数の「科学技術創造立国を先導する枢要な

拠点」の一つとする一方、地域資源として「（一日一回の）御

用聞き事業」や「花いっぱい運動」等を計画していくことが発

表されました。そして３つ目、舟石川･船場地区委員会「平

成19年度の建設･環境部会活動報告」では、水神堂ため池

へのサワギキョウ移植のほか、地区内村道への「ボーソー

シール」（防
ぼうそう

草材）テスト施工などの試みが報告されました。

③茨城大学教授･佐川泰弘さんの講評…閉会に先立ち、

「東海村自治基本条例策定委員会」アドバイザーでもある佐

川教授がコメント。「村における地域組織はシステマティッ

クに機能し、皆さんの地域づくりへの意気込みも感じられ

る。子育て世代が長く住めるまちを目指しつつ、旧来からの

コミュニティーも大切にしていってほしい」と結びました。

第６回「地域代表者会」を開催
「みんなで自治会に入り、みんなで地域づくり」を目指して…

【
写
真
上
段
（
右
か
ら
）】

【
写
真
上
段
（
右
か
ら
）】
舟
石
川

舟
石
川･･

船
場
地
区
委
員
会
（
建
設

船
場
地
区
委
員
会
（
建
設･･

環
境
部
会
長
）

環
境
部
会
長
）･･

武
藤
邁

武
藤
邁
さ
ん
さ
ん

真
崎
地
区
委
員
会
（
企
画

真
崎
地
区
委
員
会
（
企
画･･

総
務
部
会
）

総
務
部
会
）･･

松
江
秀
明

松
江
秀
明
さ
ん
さ
ん
、村
松
北
区
自
治
会
長

、村
松
北
区
自
治
会
長･･

大
内
義
房

大
内
義
房
さ
ん
さ
ん

【【
写
真
下
段
（
右
か
ら
）】
佐
川
泰
弘

写
真
下
段
（
右
か
ら
）】
佐
川
泰
弘
さ
ん
さ
ん
（（
茨
城
大
学
人
文
学
部
教
授
）、

茨
城
大
学
人
文
学
部
教
授
）、
黒
羽
根
弘
一

黒
羽
根
弘
一
さ
ん
さ
ん

問合せ■総務部自治推進課自治推進担当（☎282-1711 内線1341）
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東
海
村
に
は
今
、
１
９
１
世
帯･

２
７
１
人

の
外
国
人
が
住
ん
で
い
ま
す(

６
月
１
日
現
在)

。

そ
の
外
国
人
の
皆
さ
ん
に
も〝
住
み
や
す
い
東

海
村
〞に
し
て
い
こ
う
と
、
東
海
村
国
際
交
流

協
会（
Ｔ
Ｉ
Ａ
）（
会
長･

小
林
健
介

さ
ん
）主
催
に
よ
る
外
国
人
と
の
懇

談
会「
村
長
ア
ワ
ー
」が
６
月
23
日
、

姉
妹
都
市
交
流
会
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
が
初
め
て
の
開
催

と
な
る
こ
の
懇
談
会
に
は
、
村
在

住
の
外
国
人
の
方

（々
午
前
の
部
に

６
人
、
夜
の
部
に
10
人
）が
参
加
。

日
ご
ろ
生
活
の
中
で
感
じ
て
い
る

こ
と
を
話
し
て
い
た
だ
き
、
対
し
て

村
長
か
ら
は
村
の
現
状
や
今
後
の

取
り
組
み
な
ど
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
の
ご
意
見（
抜
粋
）

▼
村
か
ら
の
重
要
な
お
知
ら
せ
は

メ
ー
ル
で
ほ
し
い
。
▼
学
校･

幼

稚
園
か
ら
の
通
知
文
に
は
、
平
仮

名
で
振
り
仮
名
を
付
け
て
ほ
し

い
。
▼
宗
教
上
の
理
由
で
食
べ
ら

れ
な
い
種
類
の
肉
が
あ
り
、
子
ど
も
が
幼
稚

園･
小
学
校
の
給
食
で
分
か
ら
ず
食
べ
て
し
ま

わ
な
い
か
心
配
。
▼
英
文
で
表
記
さ
れ
て
い

る
村
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
分
か
り
づ
ら
い
表

現
が
あ
る
。
▼
何
か
相
談
し
た
い
と
き
に
電

話
で
聞
い
て
く
れ
る「
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」が

ほ
し
い
。
▼
外
国
人
が
集
ま
り
情
報
を
交
換

で
き
る
場
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

▼
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は

外
国
語
の
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
ほ

し
い
。
▼
村
内
施
設
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
で
き
る
環
境
を
整
備
し
て
ほ
し
い
。

▼
図
書
館
に
外
国
語
の
子
ど
も
向
け
の
絵
本

が
あ
る
と
よ
い
。
▼
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ス
ク
ー
ル
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

村
長
の
話
▼
通
知
文
の
振
り
仮

名
や
宗
教
上
の
食
の
問
題
は
関

係
課
へ
周
知
す
る
。
▼
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
外
国
語
表
示
も
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
。
▼
姉
妹
都

市
交
流
会
館
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
で
き
る
環
境
と
情
報

交
換
の
場
を
整
え
た
い
。

今
後
に
つ
い
て　

大
強
度
陽
子

加
速
器
施
設（
Ｊ-

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
）
の

稼
動
と
と
も
に
外
国
人
研
究
者

の
来
訪
が
予
想
さ
れ
る
中
、
５

月
27
日
に
は「
姉
妹
都
市
友
好
協

会
」
と「
国
際
交
流
協
会
」
が
統

合
し
、
多
文
化
共
生
社
会
の
実

現
等
を
目
的
と
す
る「
東
海
村
国

際
セ
ン
タ
ー
」が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
は「
村
長
ア
ワ
ー
」
で
の
貴
重
な

ご
意
見
や
国
際
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た
事

業
等
を
基
に
、〝
住
み
や
す
い
東
海
村
〞
づ

く
り
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

●
問

合

せ 

総
務
部
自
治
推
進
課
ハ
ー

モ
ニ
ー･

交
流
担
当（
☎
282
局
１
７
１
１

内
線
１
３
４
１
）

外
国
人
に
も〝
住
み
や
す
い
東
海
村
〞に

外
国
人
に
も〝
住
み
や
す
い
東
海
村
〞に

〜
外
国
人
と
村
長
と
の
懇
談
会「
村
長
ア
ワ
ー
」開
催
〜
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「
東
海
村
選
挙
管
理
委
員
会
」
の
委
員
と
補
充
員
が

「
平
成
20
年
第
２
回
東
海
村
議
会
定
例
会
」
に
お
い
て

選
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
と
補
充
員
は
、
選
挙
権
を

有
し
、
政
治
と
選
挙
に
関
し
公
正
な
識
見
を
有
す
る

方
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
す
。
主
な
職
務
は
、
選
挙
期

日
の
告
示
、
投
開
票
管
理
者
の
選
任
な
ど
で
、
投
開

票
に
関
す
る
す
べ
て
の
事
務
を
統
括
し
管
理
し
ま
す
。

任
期
は
平
成
20
年
７
月
３
日
か

ら
平
成
24
年
７
月
２
日
ま
で
の

４
年
間
で
す
。

皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

「東海村選挙管理委員会」委員と補充員が選出されました

お問い合わせ■東海村選挙管理委員会（総務部総務課内　☎282-1711 内線1313）

「
東
海
村
選
挙
管
理
委
員
会
」委
員

本
多
喜き

く

お

久
男
さ
ん（
村
松
）
橋
本
汎

ひ
ろ
し

さ
ん（
豊
岡
）

村
上
廣ひ

ろ

み美
さ
ん（
舟
石
川
駅
西

）
大
友
捷と

し

お夫
さ
ん（
石
神
内
宿
）

「
東
海
村
選
挙
管
理
委
員
会
」
委
員
（
補
充
員
）

大
内
大
内
長長ち

ょ
う
め
い

ち
ょ
う
め
い明明

さ
ん
さ
ん（
白
方
）

（
白
方
）

伊
藤
伊
藤
究究

き
わ
む

き
わ
む

さ
ん
さ
ん（
船
場
）

（
船
場
）

水
島
水
島
通通み

ち

や

す

み

ち

や

す保保
さ
ん
さ
ん（
須
和
間
）

（
須
和
間
）
村
上
村
上
順順

じ
ゅ
ん

じ
ゅ
ん

さ
ん
さ
ん（
石
神
内
宿
）

（
石
神
内
宿
）

村
で
は
６
月
25

日
、
茨
城
県
ひ
た

ち
な
か
西
警
察
署

と
の
間
で
、
村
の

公
共
施
設
や
建

設
工
事
等
か
ら
暴

力
団
等
を
排
除

す
る
こ
と
を
趣
旨

と
す
る
２
つ
の
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
の
日
、
役
場
で
行
わ
れ
た
調
印
式
で
村
上
村
長
は
、

「
人
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
行
政

の
責
務
で
あ
り
、
暴
力
行
為
の
容
認
は
行
政
へ
の
信
頼

を
損
な
う
結
果
を
招
き
兼
ね
ま
せ
ん
。
村
と
し
て
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標
の
一
つ
に〝
安
心
し
て
住
め
る

ま
ち
〞
を
掲
げ
、
防
犯
連
絡
員
な
ど
関
係
機
関
の
協
力

の
下
、
犯
罪
の
な
い
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
こ
の
協
定
の
締
結
に
よ
り
、
暴
力
排
除
に

つ
い
て
の
一
層
の
進
展
が
図
ら
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
。
こ
れ
に
対
し
、
ひ
た
ち
な
か
西
警
察
署
長

の
原
田
隆
明
さ
ん
か
ら
は
「
東
海
村
と
連
携
し
、
公
共
の

場
か
ら
の
暴
力
排
除
を
徹
底
し
た
い
」
と
こ
た
え
、
二
人

互
い
に
手
を
取
り
合
い
、
固
い
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。

東
海
村
公
共
施
設
か
ら
の
暴
力
団
等
排
除
に
関
す
る

協
定―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

こ
の
協
定
は
、
村
が
設
置･

管
理
す
る
公
共
施
設
が
暴

力
団
等
の
資
金
集
め
や
勢
力
誇
示
の
場
と
し
て
使
用
さ

れ
る
こ
と
を
防
止
し
、
施
設
か
ら
暴
力
団
等
を
排
除
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

◇
連
携
の
方
法
…
公
共
施
設
の
使
用
に
際
し

暴
力
団

等
の
組
織
利
益
と
な
る
疑
い
が
あ
る
と
き
の
書
面
に

よ
る
意
見
交
換
や
情
報
提
供
な
ど
。

◇
協
定
の
対
象
施
設
…
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
絆
」、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
６
館
）、
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー
、

総
合
体
育
館
、
阿
漕
ヶ
浦
公
園
な
ど
16
種
の
施
設

東
海
村
建
設
工
事
等
か
ら
の
暴
力
団
等
の
排
除
に
関

す
る
協
定―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

こ
の
協
定
は
、
村
発
注
の
建
設
工
事
等
に
暴
力
団
等

が
介
入
す
る
の
を
未
然
に
防
止
す
る
と
と
も
に
、
仮
に

介
入
が
あ
っ
た
と
き
に
は
警
察
と
連
携
し
、
被
害
を
最

小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
で
、
建
設
工
事
等
の
適
正
な
執

行
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

◇
連
携
の
方
法
…
村
に
登
録
の
あ
る
建
設
業
者
等
が

「
東
海
村
建
設
工
事
等
に
お
け
る
暴
力
団
等
の
排
除
に

関
す
る
要
綱
」
で
定
め
る
指
名
除
外
措
置
要
件
に
該

当
す
る
疑
い
が
あ
る
と
き
の
情
報
交
換
や
入
札
の
指

名
除
外
、
村
発
注
の
建
設
工
事
等
を
受
注
し
た
業
者

が
暴
力
団
等
か
ら
不
当
介
入
を
受
け
た
と
き
の
警
察

へ
の
通
報
と
対
処
要
領
の
教
示
、
法
令
違
反･

不
当
介

入
に
対
す
る
警
察
に
よ
る
取
り
締
ま
り
、
関
係
者
の

保
護
、「
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
命
令
等
の
発
出
な
ど
。

◇
協
定
の
対
象
業
務
…
村
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、
設

計･

測
量･

調
査
そ
の
他
建
設
工
事
に
関
連
す
る
業
務

お
問
い
合
わ
せ―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

総
務
部
総
務
課
総
務
法
制
担
当
（
☎
282
局
１
７
１
１ 

内

線
１
３
１
２
）

「
東
海
村
」
と
「
ひ
た
ち
な
か
西
警
察
署
」
が
公
共
施
設
と
建
設
工
事
等
か
ら
の

「
東
海
村
」
と
「
ひ
た
ち
な
か
西
警
察
署
」
が
公
共
施
設
と
建
設
工
事
等
か
ら
の

暴
力
団
等
排
除

暴
力
団
等
排
除
にに
関関
す
る
す
る
協
定
協
定
をを
締
結
締
結
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茨城
県消費生活センター

チ
ャ
ン
ネ
ル

５

　

な
ご
み
・
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
る

介
護
予
防
事
業
に
つ
い
て
、
３
回
目
の
今
回
は
、
閉
じ

こ
も
り
予
防
教
室「
わ
ら
わ
ら
ク
ラ
ブ
」を
ご
紹
介
し
ま

す
。
な
お
、
な
ご
み
・
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し

て
い
る
介
護
予
防
事
業
は
、
65
歳
以
上（
要
支
援･

要
介

護
認
定
者
を
除
く
）
の
方
で
、
村
が
実
施
し
た
総
合
検

診
や
住
民
検
診
で
生
活
機
能
評
価
の
結
果
、「
介
護
予

防
事
業
へ
参
加
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
さ
れ
た
方
を
対

象
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

●
高
齢
者
の〝
閉
じ
こ
も
り
〞を
ご
存
知
で
す
か
？

　

高
齢
者
の〝
閉
じ
こ
も
り
〞と
は
、
１
日
の
ほ
と
ん
ど
を
家

や
そ
の
周
辺
で
過
ご
す
こ
と
が
続
い
て
い
る
状
態
を
い
い

ま
す
。
退
職
や
引
っ
越
し
、
疾
病
、
配
偶
者
の
他
界
な
ど

の
生
活
環
境
の
変
化
や
心
的
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
が
き
っ
か
け

と
な
る
こ
と
が
多
く
、
体
を
動
か
す
こ
と
や
外
か
ら
の（
良

い
意
味
で
の
）刺
激
を
受
け
る
機
会
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

①
筋
力
が
落
ち
て
転
倒
し
や
す
く
な
る
②
肺
や
心
臓

の
機
能
が
落
ち
る
こ
と
で
体
力
が
低
下
す
る
③
何
を
す

る
に
も
疲
れ
や
す
く
な
る
④
物
忘
れ
が
増
え
、
ぼ
ん
や
り

す
る
こ
と
が
多
く
な
る―

―

と
い
う
よ
う
に
体
調
に
変
化

が
表
れ
、
寝
た
き
り
や
認
知
症
の
要
因
と
な
り
ま
す
。

閉
じ
こ
も
り
予
防
教
室「
わ
ら
わ
ら
ク
ラ
ブ
」

　

閉
じ
こ
も
り
は
、
外
出
す
る
こ
と
を
通
し
て
人
や
社

会
と
の
か
か
わ
り
を
増
や
し
、
活
動
的
な
生
活
を
送
る

こ
と
で
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

「
わ
ら
わ
ら
ク
ラ
ブ
」で
は
、
外
出
の
機
会
が
減
少
し

て
い
る
方
や
毎
日
の
生
活
に
充
実
感
を
感
じ
て
い
な
い

方
な
ど
を
対
象
と
し
て
、
月
３
回（
１
回
２
時
間
）レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
指
導
の
下
、
毎
回
違
っ

た
内
容
を
実
施
す
る
な
ど
の
工
夫
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

参
加
す
る
こ
と
の
楽
し
み
を
増
や
し
、
そ
の
継
続
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
で
、
初
め
て
参
加
し
た
方
で
も
い
つ

の
間
に
か
心
か
ら
笑
い
、
参
加
者
同
士
で
言
葉
を
交
わ

し
合
う
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
問

合

せ 

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー（
福
祉
部

介
護
福
祉
課
地
域
支
援
室　

☎
287
局
２ニ

コ

ニ

コ

５
２
５
）

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
申
請
が
承
認
さ
れ
る
と
保
険

料
が
免
除
に
な
る「
保
険
料
免
除
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
が
未
納
の
方
に
障
害
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
と

き
、
障
害
基
礎
年
金
等
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
免
除
額
は
、
本

人･

配
偶
者
と
世
帯
主
の
前
年
の
所
得
、
扶
養
人
数
に

応
じ
て
４
段
階
に
分
け
て
判
定
さ
れ
ま
す
。
全
額
免
除

の
所
得
の
目
安
は
扶
養
な
し
の
方
は
57
万
円
、
１
人
扶

養
は
92
万
円
、
３
人
扶
養
は
１
６
２
万
円
で
す
。
申
請

は
、
住
民
登
録
の
あ
る
市
町
村
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
免
除
期
間 

７
月
〜
平
成
21
年
６
月

●
申
請
手
続
き
に
必
要
な
物 

年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎

年
金
番
号
の
分
か
る
物
、
代
理
の
方
は
印
鑑
、
他
市

町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
は
前
年
の
所
得
証
明
書
、

失
業
等
の
理
由
の
と
き
は
、「
雇
用
保
険
被
保
険
者

離
職
票
」の
コ
ピ
ー
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
問

合

せ 

福
祉
部
保
健
年
金
課
国
保
年
金
担
当

（
☎
282
局
１
７
１
１　

内
線
１
１
３
３
）

ね
ん
き
ん
特
別
便
に
関
す
る
相
談
会

●
期　
　

日 

７
月
24
日（
木
）

●
場　
　

所 

東
海
村
役
場
２
階　

２
０
５
会
議
室

●
持
参
す
る
物 

ね
ん
き
ん
特
別
便
、
年
金
証
書
ほ
か

※
代
理
の
方
は
委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
申
し
込
み 

７
月
15
日（
火
）の
午
前
８
時
30
分
以
降

に
保
健
年
金
課（
☎
282
局
１
７
１
１　

内
線
１
１
３
３
）

へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い（
先
着
15
人
）。

国
民
年
金

だ 

よ 

り

保
険
料
の

保
険
料
の

免
除
制
度
に
つ
い
て

免
除
制
度
に
つ
い
て

▼

夏休み親子教室夏休み親子教室

そ
の
結
果

そ
の
結
果

「エコ粘土をつくろう！」
■期　　日 ７月28日（月）
■内　　容 リサイクル牛
乳パックを利用した“エコ
粘土”を作り、リサイクル
の大切さを学びます（低･
中学年向き）。※バットま
たはボウル、エプロンを
お持ちください。

「調べてみよう！おやつの色」
■期　　日 ７月29日（火）
■内　　容 日ごろ食べて
いるお菓子の着色料を調
べる実験を行い、食品表示
の見方を学びます（中･高学
年向き）。※調べてみたい
お菓子をお持ちください。

「おこづかいをどう使う？」
■期　　日 ７月30日（水）
■内　　容 クイズや体験
学習を通してお金の役割
やお小遣いの賢い使い方
を楽しく学びます（中･高
学年向き）。

共　　通
■時　　間 午前10時30分
～正午
■場　　所 茨城県消費生
活センター（水戸市柵町1-3-1 
県水戸合同庁舎２階）
■対　　象 小学生とその
保護者（各先着20組）

■参 加 費 無料
■申し込み・問合せ ７月
18日（金）までに茨城県消費
生活センター（☎224-4722）
へ電話で申し込みください。
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指導者からのメッセージ

青少年育成
体 験 記

「
Ｊジ

ェ

イ

パ

ー

ク

‐
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
」は
、
世
界
最
高
ク
ラ
ス
の
大
強
度
陽

子
ビ
ー
ム
を
生
成
す
る
加
速
器
と
、
そ
の
大
強
度
陽

子
ビ
ー
ム
を
利
用
す
る
実
験
施
設
で
構
成
さ
れ
る
最

先
端
科
学
の
研
究
施
設
で
す
。
独
立
行
政
法
人
日
本

原
子
力
研
究
開
発
機
構（
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ
）と
大
学
共
同
利

用
機
関
法
人
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構（
Ｋ
Ｅ

Ｋ
）が
共
同
で
建
設･

運
営
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
現

在
は
建
設
工
事
も
ほ
ぼ
終
了
し
、
今
年
中
に
は
実
験

が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。

こ
の
Ｊ
‐
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
で
８
月
10
日
、
夏
休
み
ス
ペ

シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
普
段
は
見
学
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
加
速
器
ト
ン
ネ
ル
や
巨
大
実
験
ホ
ー
ル
な

ど
の
特
別
公
開
が
行
わ
れ
ま
す
。
会
場
で
は
、
科
学

者
に
よ
る
各
施
設
の
解
説
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
見
学
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

▼
日　
　

時 

８
月
10
日（
日
） 

午
前
９
時
30
分
〜
午

後
４
時（
入
場
は
午
後
２
時
30
分
ま
で
）

▼
場　
　

所 

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構･

原
子
力

科
学
研
究
所　

※
自
家
用
車
等
で
お
越
し
の
際
は
、

正
門
付
近
に
設
け
ら
れ
る
臨
時
駐
車
場（
案
内
板
あ

り
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い（
専
用
バ
ス
で
施
設
へ
ご

案
内
し
ま
す
）。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
常
磐
線･

東
海
駅
と
Ｊ

‐
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
を
結
ぶ
送
迎
バ
ス
が
運
行
さ
れ
ま
す
の

で
、
併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
入

場

料 

無
料

▼
問

合

せ 

Ｊ
‐
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
セ
ン
タ
ー（
☎
284
局

３
７
１
５　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttp://j-parc.jp/

）

「
小
学
テ
ニ
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」は
、
平
成
12

年
に
活
動
を
始
め
、
現
在
92
人
の
団
員
が
硬
式
テ

ニ
ス
で
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
練
習
は
村
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
で
毎
週
土
曜
日
の
夕
方（
２
時
間
）、
Ａ
班
か

ら
Ｄ
班
ま
で
の
４
つ
の
班
に
分
か
れ
て
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
練
習
の
成
果
を
試
す
場
所
と
し
て
、
近

郊
の
小
学
生
と
の
対
抗
戦
や
東
海
村
総
合
体
育
大

会
の
一
種
目
で
あ
る
少
年
団
テ
ニ
ス
大
会
な
ど
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

私
は
平
成
18
年
度
か
ら
指
導
者
の
一
人
と
し
て

参
加
し
て
お
り
、
５
年
生･

６
年
生
を
中
心
と
す
る

Ａ
班
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
指
導
者
を
引
き
受
け

た
当
初
は
対
象
が
小
学
生
な
の
で
、
子
ど
も
向
け

の
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
ど
う
し
た
ら
い
い
か
悩
み
ま

し
た
。
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
ボ
ー
ル
を
打
つ
こ

と
は
も
と
よ
り〝
筋
力
ア
ッ
プ
の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
〞や〝
バ
ラ
ン
ス
力
向
上
の
た
め
の
調
整
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
〞を
取
り
入
れ
た
り
、
楽
し
み
な
が
ら

練
習
で
き
る
よ
う
に「
ゲ
ー
ム
形
式
の
ラ
リ
ー
」を

取
り
入
れ
る
な
ど
の
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
最
初
は
、
子
ど
も
た
ち
の
顔
と
名
前
が
な

か
な
か
覚
え
ら
れ
な
く
て
苦
労
し
ま
し
た
が
、
徐
々

に
覚
え
る
ま
で
の
時
間
も
早
く
な
り
ま
し
た
。
指

導
し
な
が
ら〝
人
に
教
え
る
こ
と
は
、
教
え
る
側
も

成
長
で
き
る
〞と
い
う
こ
と
を
肌
で
感
じ
て
い
ま
す
。

テ
ニ
ス
は
ス
ポ
ー
ツ
で
す
か
ら
、
試
合
に
勝
つ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
技
術
の
上
達
に
向
け
た
練

習
を
行
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
指
導
の
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
、
技
術
の
み
の
上
達
で
は
な
く〝
良

い
コ
ー
ト
マ
ナ
ー
〞を
は
じ
め
と
す
る
一
般
的
な
礼

儀
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
心
掛
け
て

い
ま
す
。

私
自
身
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
テ
ニ
ス
を
始

め
ま
し
た
が
、
テ
ニ
ス
は
ジ
ュ
ニ
ア
か
ら
シ
ニ
ア
ま

で
幅
広
い
年
代
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
な
の
で
、「
小
学
テ
ニ
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」を
経

験
し
た
子
ど
も
た
ち
に
長
く
テ
ニ
ス
を
続
け
て
も

ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
幸
い
に
村
で
は
、
３

年
前
か
ら
東
海
中
学
校･

東
海
南
中
学
校
に
お
い

て
、
部
活
動
扱
い
で
硬
式
テ
ニ
ス
を
続
け
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
制
度
を

活
用
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小学テニススポーツ少年団の指導者として小学テニススポーツ少年団の指導者として
小学テニススポーツ少年団指導者小学テニススポーツ少年団指導者

　　白方中央　白方中央　山山
や ま も とや ま も と

本本　　偉偉
ひ で ま さひ で ま さ

政政　　

Ｊ
‐
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
特
別
公
開

Ｊ
‐
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
特
別
公
開

最後列の左側が今回のエッセイスト最後列の左側が今回のエッセイスト
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【
俳　

句
】

丸
太
小
屋
土
手
い
っ
ぱ
い
の
姫
じ
ょ
お
ん

 
東　

海　

佐
藤　

と
よ

さ
み
ど
り
に
鏡
の
ご
と
く
田
が
光
り

東　

海　

片
野　

紀
夫

ラ
ベ
ン
ダ
ー
二ふ

た
え
だ枝
ば
か
り
文
机
に

舟
石
川　

舛
井　

愛
子

ち
ち
は
は
の
召
さ
れ
し
空
の
虹
の
彩い
ろ

南　

台　

渋
谷
ひ
ろ
し

水
温ぬ

る

み
土
手
に
芽
吹
く
や
ふ
き
の
と
う

 

豊　

白　

中
島
エ
ミ
子

村
中
が
田
水
張
ら
れ
て
明
明
し

 

村　

松　

松
本　

正
勝

今
年
ま
た
笑
顔
で
観
れ
る
赤
き
薔
薇

 

外　

宿　

西
山　

純
一

菜
園
の
ナ
ス
も
一
い
き
時
節
の
余

 

白
方
中
央　

根
本　
　

武

梅
雨
寒
や
無む

り
ょ
う聊
漂
ふ
二
日
髭

 

村
松
北　

小
野
寺
紀
夫

田
植
機
の
植
え
損
じ
た
る
二
三
株

 

白
方
中
央　

柴
田　

一
声

大
輪
が
夏
を
知
ら
せ
る
花
つ
つ
じ

 

舟
石
川
駅
西　

辻
本　

敏
江

鳥
帰
る
山
稜
上
の
夕
景
色

 

舟
石
川
駅
西　

辻
本　

國
男

　
　

【
短　

歌
】

携
帯
も
パ
ソ
コ
ン
も
な
き
あ
の
昭
和
さ
れ

ど
心
が
輝
き
し
歳と

し月

 

南　

台　

根
本
内
俊
男

ラ
ブ
ラ
ド
ー
ル
潮
風
を
う
け
砂
を
け
る
河

口
近
く
の
原
発
の
浜

 

内　

宿　

村
上　

文
江

牛
久
に
て
シ
ャ
ト
ー
カ
ミ
ヤ
記
念
館
ワ
イ

ン
醸
造
あ
り
し
日
し
の
ぶ

 

照　

沼　

佐
藤　
　

昇

朝
早
く
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
声
頻し

き

り
に
て
梅
雨

の
晴
間
の
水
田
す
が
し

 

船　

場　

舛
井
庫
之
助

卯
の
花
や
白
き
み
か
ん
の
花
の
香
も
乗
せ

て
吹
き
く
る
六
月
の
風
 

外　

宿　

小
林
美
代
子

 

■場　　所 ＪＲ東海駅（駅舎２階）

■問 合 せ 東海ステーションギャ

ラリー（☎287-3680）

ＳＴＡＴＩＯＮ　　ＧＡＬＬＥＲＹＳＴＡＴＩＯＮ　　ＧＡＬＬＥＲＹ

葉
桜
に
包
ま
れ
お
り
し
記
念
館
な
つ
か
し

く
聴
く
吉
田
メ
ロ
デ
ィ
ー

 

外　

宿　

高
槌　

す
み

山
寺
の
庭
に
在
わ
せ
し
七
福
神
笑
う
瞳
の

親
し
み
深
し

 

須
和
間　

柴
山　

靖
子

音
の
無
き
春
の
雨
降
り
萌
え
出
ず
る
草
花

の
色
さ
え
て
美
し

 

緑
ヶ
丘　

佐
藤　
　

正

粗
食
に
て
戦
い
の
時
生
き
ぬ
き
て
今
平
安

に
古
希
を
迎
ふ
る

村　

松　

高
橋　

正
弘

植
田
吹
く
風
の
清
し
き
畦
に
立
ち
番

つ
が
い

の
鴨

を
し
ば
し
眺
む
る

舟
石
川　

小
川
志
つ
江

　
　

【
川　

柳
】

パ
ン
を
見
て
お
な
か
を
見
て
は
手
を
止と

ど

む

東　

海　

伊
東　

幸
子

厄
年
に
や
が
て
な
る
だ
ろ
75

 

白
方
中
央　

関
口　
　

満

日本原子力研究開発機構美術部展日本原子力研究開発機構美術部展
7月13日 (日 )～19日 (土 )7月13日 (日 )～19日 (土 )

職員とその家族や職員ＯＢが合同で

開催する年１回の作品展です。プロ

として独立した会

員や、プロを目指

しアメリカで勉強

中の会員の作品も

展示します（最終日

は午後３時まで）。

東海村の図画工作東海村の図画工作
～教室で生まれた子どもたちの表現～～教室で生まれた子どもたちの表現～
7月20日 (日 )～8月30日 (土 )7月20日 (日 )～8月30日 (土 )

村内の小学校６校の児童約2,500人が

図工の時間に創作した平面作品を展

示します（毎週土曜日は午後５時まで、

最終日は午後３時まで）。※受け付け

ボランティアを募集しています。詳し

くは、下欄募集記事をご覧ください。

■展示期間 １年生…７月20日(日)～

26日(土)　２年生…７月27日(日)～８月

２日(土)　３年生…８月３日(日)～９日

(土) ４年生…８月10

日(日)～ 16日(土)　５

年生…８月17日(日)～

23日(土)　６年生…８

月24日(日)～30日(土)

　

好
評
の
映
画
上
映
会「
東
海
ワ
ン

コ
イ
ン
劇
場
」。
今
月
は
１
台
の
駅

馬
車
に
乗
り
合
わ
せ
た
乗
客
た
ち
の

様
々
な
人
間
模
様
を
描
く
、
映
画
史

に
残
る
不
朽
の
名
作
と
し
て
名
高
い

「
駅
馬
車
」を
上
映
し
ま
す
。

▼
期　
　

日 

７
月
20
日（
日
）

▼
上
映
開
始
時
間 

①
午
前
10
時　

②
午
後
１
時　

③
午
後
３
時　

④

午
後
５
時　

（
全
４
回
）

▼
上
映
作
品 

「
駅
馬
車
」（
字
幕
）

▼
会　
　

場 

東
海
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
入

場

料 

500
円
／
人（
全
席
自

由
、
３
歳
以
上
有
料
）　

※
前
売

り
券
の
販
売
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問

合

せ 

財
団
法
人
東
海
村
文

化･

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団（
東
海
文

化
セ
ン
タ
ー
内　
☎
282
局
８
５
１
１
）

「
東
海
ワ
ン
コ
イ
ン
劇
場
２
０
０
８
」

「
東
海
ワ
ン
コ
イ
ン
劇
場
２
０
０
８
」

「
駅
馬
車
」を
上
映

「
駅
馬
車
」を
上
映

「東海村の図画工作」展「東海村の図画工作」展
受け付けボランティア募集受け付けボランティア募集

　「東海村の図画工作」展会場で来場
者の応対や作品管理などに協力でき
るボランティアを募集します。
■協力期間 ７月20日(日)～８月30
日(土)　午前10時から午後７時ま
での間で５時間程度
■場　　所 東海ステーションギャ
ラリー

■対　　象 村内在住で高校生以上
の方（10人程度）

■そ の 他 ①１回(約５時間)の協
力につき、2,000円の報酬を支払い
ます。②面接を実施します。日時
などはお問い合わせください。
■申し込み・問合せ ７月20日（日）の
午後５時までに、（財）東海村文化･ス
ポーツ振興財団（東海文化センター
内 ☎282-8511）へ申し込みください。

白方小学校３年生の
五来葉月ちゃんの作品
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　仲間同士の交流を楽しみながら、一緒に歌い
ませんか。
■活 動 日 毎週火曜日
■時　　間 午前10時～正午
■場　　所 合同庁舎３階
■会　　費 1,500円／月
■問 合 せ 吉田富美子さん（☎271-1378）

募集募集

平成 20 年６月１日現在
前月比

世帯数 13,705 世帯 ＋ 24
総人口 36,382 人 ＋ 29
　男 18,285 人 ＋ 21
　女 18,097 人 ＋ 8

人口と世帯数

☎ 282-1711（代表）

役場の電話番号

　

ら
せ

７・10 号／お知

クアップ／ Jul.

いんいいんんふふふぉぉぉ
めめめーーーしししょょょんんん

　

ら
せ

ピ
ッ

■試験日等

■受験資格 警察官Ａ…昭和54年４月２日以降に
生まれた方で、学校教育法による大学（短期大
学を除く）を卒業した方または平成21年３月31
日までに卒業見込みの方ほか　警察官Ｂ…昭和
54年４月２日から平成３年４月１日までに生ま
れた方で、警察官Ａの受験資格に該当しない方

■身体基準

■採 用 日 平成21年４月１日（水）
■問 合 せ ８月18日（月）までに、所定の申込
み用紙に記入の上、ひたちなか西警察署（☎
272-0110）へ申し込みください。

区　分 選考方法 期　日

第１次試験
教養試験
論（作）文試験
身体･体力検査

９月21日（日）

第２次試験

適性検査
身体精密検査

10月25日（土）
または26日（日）

口述試験
10月27日（月）から
29日（水）までの
指定日

男性
身長160cm以上、体重47kg
以上、胸囲78cm以上 両眼とも裸眼視力

0.6以上または矯正
視力1.0以上、色覚
が正常であること女性

身長155cm以上、体重45kg
以上

　NPO法人「楽
らく

楽
らく

茶
ちゃ

の間
ま

」が村からの委託を受けて行
う「生きがいデイサービス」に参加し、健康体操やレク
リエーションを通して楽しく仲間づくりをしませんか。
■日 程 等

 

■時　　間 午前10時～午後３時
■対　　象 村内在住で65歳以上の方
■内　　容 健康体操、レクリエーションなど
■問 合 せ NPO法人「楽楽茶の間」／岡部ちい子
さん（☎284-0215）、西村直子さん（☎282-0125）

参加
費

350
円／
回

　応急手当の指導･普及を行う応急手当普及員
を養成する講習会を開催します。
■期　　間 ８月22日（金）～ 24日（日）　（３日間）
■時　　間 午前８時30分～午後５時
■場　　所 常陸太田市総合福祉会館（常陸太
田市稲木町33番地）
■内　　容 応急手当の基礎知識、心肺蘇

そ

生
せい

法、
ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の使用法など

■受 講 料 6,000円／人（教材費等）
■そ の 他 ①動きやすい服装で参加してくだ
さい。②修了の際に認定証を交付します。③
昼食は各自でご準備ください。
■申し込み・問合せ ７月20日（日）から８月８日
（金）までに、東海村消防本部（☎282-2038）に備
え付けの申込用紙に記入の上、申し込みくださ
い。※先着順で受け付けます（60人まで）。

生きがいデイサービス参加者募集

「女声コーラス東海」会員募集

茨城県警察官を募集

期　　日 場　　所

７月15日（火）
なごみ･総合支援センター
石神コミュニティセンター
外 宿 ２ 区 集 会 所

７月22日（火）
なごみ･総合支援センター
豊 白 区 自 治 集 会 所

応急手当普及員養成講習受講者募集応急手当普及員養成講習受講者募集

NPO法人「楽楽茶の間」主催
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　村内に数多く存在する文化財は、地域の歴史
や文化の成り立ちを理解する上で欠くことので
きない貴重な財産であり、これらの貴重な文化
財を保護するため、茨城県の文化財保護指導員
による文化財の巡視が行われています。本年度
は下記の遺跡が巡視対象となりますので、皆さ
んのご協力をお願いします。
■巡視する遺跡 石橋向Ａ遺跡（舟石川）、真崎
古墳群（村松）、下ノ諏訪南遺跡（須和間）、中
曽根遺跡（船場）、東中宿Ａ遺跡（石神外宿）、
八幡後遺跡（村松）

■巡視時期 第１回目…７月～ ８ 月　第２回目…
10月～ 11月　第３回目…12月～平成21年１月

■問 合 せ 教育委員会社会教育課文化･ス
ポーツ振興担当（内線1423）

文化財巡視のお知らせ

診療時間 午前９時30分～正午、午後１時～２時

問 合 せ 救急医療情報コントロールシステム(☎241-4199）

期日 病医院名 電話番号

13日(日) 東原クリニック 283-2301

20日(日) 村立東海病院 282-2188

21日(月) 茨城東病院 282-1151

27日(日) 村立東海病院 282-2188

７月の休日診療日程

エトセトラエトセトラ

　「久慈川水系環境保全協議会」（事務局:日立市
役所）が編集･発行する「久慈川のほとり」第21
号が発行されました。久慈川の四季折々の風景
や日常の出来事、伝統や言い習わしなどが写真
とともに書きつづられています。この機会にぜ
ひご覧ください。
■販売価格 500円／部　※「久慈川のほとり」第
１号～第20号も同価格で販売しています。

■問 合 せ 経済環境部環境政策課環境保全
担当（内線1452）　※ウェブサイト「久慈川の
ほとり」（http://www.net1.jway.ne.jp/kujigawa-
hotori/）を併せてご覧ください。

「久慈川のほとり」第21号を販売中です「久慈川のほとり」第21号を販売中です

■不動産取得税について 不動産取得税は、土
地･家屋を売買･贈与･交換等により取得したと
きや、家屋を建築（新築･増築･改築）したときに、
その価格に応じて不動産の取得者に課税され
るものです。
■納税額の算出式 税額＝不動産の価格（課税
標準額）×税率（下表参照）　※不動産の価格
とは固定資産税台帳に登録されている価格の
ことです。平成21年３月31日までに取得した
宅地評価土地については、課税標準額が２分
の１に軽減されます。

■問 合 せ 常陸太田県税事務所課税第二課（☎
0294-80-3312）

種　類　
土　地

家　屋
　取得日 住　宅 住宅以外
平成 15 年３月 31 日以前 ４％ ３％ ４％
平成 15 年４月１日
～平成 18 年３月 31 日 ３％ ３％ ３％

平成 18 年４月１日
～平成 20 年３月 31 日 ３％ ３％ 3.5％

平成 20 年４月１日
～平成 21 年３月 31 日 ３％ ３％ ４％

｢不動産取得税｣をご存知ですか

　幸の実園と第二幸の実園の共催による納涼祭
が開催されます。ぜひお越しください。
■期　　日 ７月26日（土）　※雨天中止
■時　　間 午後４時～８時
■場　　所 総合福祉センター「絆」
■内　　容 盆踊り、のど自慢大会、早食い大会、
ビンゴゲーム、ステージ発表、模擬店、夕市
■問 合 せ 第二幸の実園（☎306-0068）

第19回さちのみ納涼祭

催し物（講演会ほか）催し物（講演会ほか）

　村では、肝臓や腎臓など腹部臓器のがんの発
見を目的とする「腹部超音波検診」を実施します。
■期　　日 ９月３日（水）･４日(木)･５日(金)･８
日(月)･ ９日(火)･10日(水)･11日(木)・12日(金)･ 
13日(土)･24日(水)･25日(木)、10月６日(月)･７日 
(火)･８日 (水)
■受付時間 午前６時30分～ 10時　※時間の指
定はできません。
■場　　所 保健センター
■対 　 象  村内在住で40歳以上の方
■費　　用 1,000円　※当日会場で徴収します
■申し込み・問合せ はがきまたはファクシミ
リ用紙に①住所②氏名③電話番号④生年月
日⑤受診希望日（第２希望まで）――を記入の
上、７月24日（木）（当日消印有効）までに保
健センター（〒319-1112 村松2005 ☎282-2797 
FAX282-2705）へ郵送またはファクシミリで
申し込みください。

腹部超音波検診のお知らせ腹部超音波検診のお知らせ
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　村では、産業廃棄物となる、使用済みの農ビ
（農業用塩化ビニール）と農ポリ（農業用ポリエチ
レン）の適正処理を図るための回収を行います。
■日　　時 ８月６日（水）　午前９時～ 11時
■場　　所  ＪＡひたちなか東海支店
■費　　用 登録料（1,000円）と処理費等（農ビ:
４円／kg、農ポリ:12.05円／kg）が掛かります。
■申し込み・問合せ ７月31日（木）までに､経
済環境部経済課農業振興担当（内線1435）へ
申し込みください（回収日当日の受け付けは
不可）。※次回の回収は11月に実施予定です。

　　

　村民相談室では
専門の相談員が就

労に関する相談や、ＤＶ（ドメスティックバイオ
レンス）に関する相談、消費生活に関する相談
に応じます。お気軽にご利用ください。
■相 談 日

■問 合 せ 総務部自治推進課村民相談室（役
場行政棟２階　内線1275　FAX282-1627）

村民相談村民相談
お便り＃お便り＃1111

内　容 曜　日 時　間

就労相談
（☎287-0862） 毎週火･金曜日 ９:00 ～ 12:00

13:00 ～ 17:00

ＤＶ相談
（☎287-0863） 毎週月･水･木曜日

９:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00

消費生活相談
（☎287-0858） 毎週月～金曜日 ９:00 ～ 12:00

13:00 ～ 16:00

常陸太田市●太田まつり
おまつり広場

◆日　　時 ８月14日（木）（雨天中止）　午後
４時30分～９時

◆内　　容 市民みこし、天神ばやしほか
◆場　　所 東一町～東三町（歩行者天国）

納涼盆踊大会
◆日　　時 ８月15日（金）（雨天順延）　午後
４時30分～９時30分

◆内　　容 盆踊り、久
く じ ら ま い ま つ り

自楽舞祭、打ち上げ花火
◆場　　所 山吹運動公園（新宿町１）

問 合 せ
常陸太田市商工観光課（☎0294-72-3111）

日立市●ひたち環境都市フェスタ2008
◆日　　時 ７月19日（土）…午前10時～午後
５時、20日（日）…午前10時～午後４時

◆場　　所 日立シビックセンターほか
◆内　　容 環境関連製品や環境技術の紹介、
低公害車の展示と試乗、環境を考えるポスタ
ー展、環境教育活動発表会ほか

◆問 合 せ 日立市環境政策課（☎0294-22-3111）

水戸市●水戸黄門まつり
　「第48回水戸黄門まつり」が８月１日から３
日まで開催されます。１日には約4,300発の花
火が千波湖上を彩る花火大会、２日･３日には
水戸市の中心市街地を会場に有名タレントが参
加予定のパレードや市民カーニバルなど、延べ
３日間にわたり多彩なイベントが繰り広げられ
ます。
◆日　　時 ８月１日（金）（荒天時は８日）…午
前11時～午後９時、２日（土）･３日（日）…午
前10時～午後９時

◆場　　所 ８月１日…千波湖畔周辺　２日･
３日…水戸中央郵便局前～大工町交差点、本
町１丁目～３丁目、水戸芸術館広場

◆内　　容 花火大会、水戸黄門パレード、山車
フェスティバル、市民カーニバル、神

み こ し

輿連合渡御
◆問 合 せ 水戸黄門まつり実行委員会（社団
法人水戸観光協会内　☎224-0441）

となりのまちからとなりのまちからとなりのまちからとなりのまちから

イベントガイドイベントガイドイベントガイド

水戸産業技術専門学院
オープンキャンパスを開催
　水戸産業技術専門学院では、技術系の進路を

考えている方の体験の場として、オープンキャ

ンパス（学校見学会）を開催します。

●期　　日 ７月12日（土）、８月１日（金）

●時　　間 午前９時30分～11時30分

●場　　所 県立産業技術短期大学校併設水戸

産業技術専門学院（水戸市下大野町6342）

●対　　象 高校生やその保護者など

●内　　容 キャンパスツアー（施設見学）ほか

●申し込み・問合せ 県立産業技術短期大学校

併設水戸産業技術専門学院（☎269-2160）へ

申し込みください。

　インターネット上におけるバーチャルミュー
ジアム（仮想の博物館）として、ウェブサイト
「東海村デジタルミュージアム」（http://dm.vill.
tokai.ibaraki.jp/）が開館しています。村の指定
文化財や伝統的な民具、美術品、村民作品をパ
ソコンなどの画面上でいつでも閲覧することが
できます。ぜひご利用ください。
■問 合 せ 教育委員会社会教育課文化･ス
ポーツ振興担当（内線1423）

「東海村デジタルミュージアム」開館中

使用済み農ビ・農ポリを回収します
農ビ・農ポリの不法投棄や野焼きは禁じられています
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お
迎
え
、
買

い
物
、
宿
題
を
見
な
が
ら
の
夕
食
作
り

と
、一
日
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
く
よ

う
に
感
じ
る
毎
日
で
す
。
親
な
ら
当
然
の

こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
怒
っ
た
り
笑
っ

た
り
し
な
が
ら
子
育
て
を
楽
し
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
、
娘
た
ち
の
入
学･

入
園
を
機
に
水

戸
市
か
ら
主
人
の
実
家
に
戻
り
、
１
年
余

り
が
過
ぎ
ま
し
た
。
期
待
と
不
安
の
入
り

混
じ
る
中
、
子
ど
も
た
ち
は
新
し
い
環
境

に
す
っ
か
り
慣
れ
、
た
く
さ
ん
の
友
達
も
で

き
て
、
親
と
し
て
は
と
て
も
う
れ
し
い
こ
と

で
す
。

子
ど
も
た
ち
に
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら〝
あ

い
さ
つ
〞と〝
返
事
〞は
厳
し
く
し
て
き
ま
し

た
。「
あ
り
が
と
う
」の
感
謝
の
気
持
ち
を

言
葉
で
表
す
こ
と
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
は

で
き
る
だ
け
や
ら
せ
る
よ
う
に
し
て
き
ま

し
た
。
厳
し
い
面
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
が
、

当
た
り
前
の
こ
と
が
普
通
に
で
き
て
、
で
き

る
だ
け
人
に
頼
ら
ず
、
自
分
で
何
と
か
努

力
す
る
子
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち

か
ら
で
す
。現
実
は
思
い
ど
お
り
に
い
か
ず
、

悩
む
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も

と
の
根
比
べ
な
の
で
頑
張
る
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
理
屈
で
は
分
か
っ
て
い
て
も
、
な
か

な
か
う
ま
く
い
か
な
い
子
育
て
に
は
主
人

と
協
力
し
、
話
し
合
い
、
け
ん
か
を
し
な

が
ら
も
、
良
い
方
法
を
探
り
つ
つ
、
自
分
た

ち
に
で
き
る
子
育
て
を
し
て
き
ま
し
た
。
悪

戦
苦
闘
を
し
な
が
ら
の
日
々
で
も
、
私
が

ゆ
と
り
を
持
っ
て
子
育
て
で
き
る
の
は
、
子

ど
も
た
ち
を
時
に
は
厳
し
く
、
時
に
は
温

か
く
見
守
り
、
私
の
心
の
支
え
に
な
っ
て
く

れ
る
主
人
と
、
ゆ
っ
た
り
と
構
え
な
が
ら

も
何
か
と
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
、
側
面
か

ら
支
援
し
て
く
れ
る
義
母
の
お
か
げ
で
す
。

本
当
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

子
育
て
を
し
な
が
ら
、
子
ど
も
の
日
々

の
姿
か
ら
親
と
し
て
教
え
ら
れ
る
こ
と
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の
成
長
の

中
で
、
ど
の
枝
を
伸
ば
し
、
ど
の
枝
を
切

り
取
っ
て
い
く
の
か
を
見
誤
ら
ず
、
主
人
と

義
母
と
協
力
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

私
た
ち
父
と
母
は
、〝
暖
か
い
太
陽
〞と

〝
優
し
く
降
り
注
ぐ
雨
〞と
な
り
、
３
人
の

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

わ
が
家
の

わ
が
家
の

子
育
て
奮
戦
記

子
育
て
奮
戦
記
●●
表
紙
の

表
紙
の[[

ひ
と
ひ
と]]

草草く

さ

の

く

さ

の野野  

珠珠た

ま

み

た

ま

み美美

〈東海村公式ホームページ〉　　http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/

「広報とうかい」は、環境に配慮して「大豆インキ」と「古紙パルプ配合率100％再生紙」を使用しています。

ぼくの夢
　わたしの夢

Dream-88

夢は…。“看護師”

石神小学校６年●小
お せ

瀬萌
も え み

美

私の将来の夢は、看護師になることです。

なぜ看護師になりたいかというと、テレビのニュース

番組で、なすすべもなく亡くなっていく患者さんたちを

見て、「こういう人たちを助けたい」と思ったからです。

看護師にとって、患者さんとコミュニケーションをと

ることはとても大切なことだと思います。患者さんの

中には、手術を心配している人もいれば、初めての入

院で不安な気持ちの人もいます。患者さんの病気や年

齢はさまざまですが、ひと言掛けてあげるだけでも気

持ちが楽になる人もいると思います。そういうことも

ちょっとした病気の治療につながっているのではない

かなと思います。

包帯を巻いたり、注射をしたり、うまくできるかどう

か少し心配ですが、患者さんの“心の支え”となる看護

師になれるよう頑張りたいと思います。

ちびっこ
美術館

イルカショー

　遠足で水族館のイルカショーを見

に行った時の様子を描いてくれた翔

悟くん（５歳）。「イルカが高くジャ

ンプして水に飛び込んだ時、とって

も大きな音がしたよ。すごかった！」

と、笑顔で話してくれました。

●今
こ ん の

野翔
しょうご

悟くん

舟石川
幼稚園




